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初任科及び初任補修科実施要領の改正について（通達）
，見出しの要領については、「初任科及び初任補修科実施要領の改正について（通

達）」（令和5年2月20日付け•察庁丁教厚発第136号。以下「旧通達」という。）
により示しているところであるが、同要領を別添のとおり改正し、令和6年4月

進に配意されたい。
なお、本通達の実施に伴い、旧通達は、廃止する。



に、実務科目のうち必要最小限度の知識を身に付けさせるものとする。
・初任科の後半においては、前半に引き続いて人間教育の充実を図るため、

官として基礎的な現場執行力を身に付けさせるものとする。

取得させることとしているが、初任科において、これらの資格を取得させ
ることが適当と認められる学生に対しては、この時期に取得させて差し支

するものとする。

別添
初任科及び初任補修科実施要領

第1 学生の所属等
1 学生の所属については、初任教養の期間中は察学校とし、初任補修教養
の期間中は配置先察署とすることを原則とするが、都道府県察の実情に
より学校兼務として差し支えない。

2初任教養及び初任補修教養の期間中における学生の居住先については、校
内居住（全寮制）とする。

第2教科課程
1課程の構成
（1） 初任科

初任料の前半においては、人間教育を充実し、察官としての資質を育
成するため、職務倫理、法学、基本実務、体育、術科等の基礎的教養を重
点的に実施するほか、実務については、私服及び制服による実務研修を行
うこととするが、職責の自覚を養い、制服による実務研修（第2・3・（1）
・ウ・（ウ）「実務研修」参照）を効果的に推進するため、制服実務研修前

職務倫理、法学、基本実務、体育、術科等の教育訓練を実施するとともに、
基本実務については、地域及び交通のほか、初任科卒業後の職場実習を効
果的に行うために必要な生活安全、捜査、備の概論的な知識を身に付け
させるものとする。さらに、実戦的総合訓練を行うことにより、地域響察

初任科における資格取得は、拳銃初級、逮捕術初級、救急法初級及び第
二級陸上特殊無線技士の免許を目標とする。
なお、柔道又は剣道の段級審査については、初任補修科において実施し、

えない。
（2） 初任補修科

初任補修科においては、豊かな人間性の錬磨と職務倫理の基本の定着化
を図るため、職務倫理、法学、基本実務、体育、術科等の教育訓練を実施

また、基本実務については、職場実習における問題点、疑問点をくみ上



合格を目標とする。

ものとする。
2

のための休暇等を除いた期間を基礎にして算出するものとする。

のグループに分けての班別討議を中心とした事例研究を実施するものと

一人にその趣旨等を真に理解させるものとする。

を深め、人権尊重の重要性や困難な事情を抱える者に配慮した職務執行
の必要性について理解させるものとする。
なお、実習等に際しては、受け入れについて理解と協力の得られる施

設等を地域の実情に応じて選定し、十分な調整を図ること。

げての補強教養を行うとともに、実務知識の総合的な発展進化を図るため、
努めて、事例研究、討議方式、演習を中心とした教授方法により総合的な
知識を身に付けさせるものとする。さらに、実戦的総合訓練の反復実施、
捜査書類の反復作成訓練、技能指導官等の捜査幹部による講義等により、
地域察官としての現場執行力及び捜査実務能力を向上させるものとす

る。
初任補修科における資格取得は、鑑識初級、柔道又は剣道初段、サイバ
－事案対処能力検定初級及び捜査書類検定（基礎的捜査書類作成能力検定）

また、無線通話に係る効果測定を都道府県察の実情に応じて実施する

授業時間
授業時間については、在校期間から国民の祝日、年末年始の休暇及び帰省

3 教授内容（教授科目・要目・細目・類目）
（1） 教授科目
ア職務倫理

「職務倫理」は、社会人及び管察官としての心構え、職責の自覚、使
命感、公共に奉仕する重要性等を学生に理解させ、自らのものとして身
に付けさせるため、部内外講師による訓育・講演のほか、学生を少人数

する。特に、警察改革は、国民の視点に立った察活動を遂行し得るよ
う、学校長等が、自らの言葉で語りかけ、又は、自らの経験談を交える
などして学生の共感を呼び起こし、察改革の精神について、学生一人

「各種人権課題等への理解」は、有識者等による講話、企画展示等の
見学、各種施設等における実習等を通じ、各種人権課題等に対する理解

イ法学．
人権の擁護という重要な責務に重点を指向し、かつ、実務に直結する

法学教養を実施するものとする。
ウ 基本実務



養を実施するものとする。

無線技士の免許を取得させるとともに、察の情報通信業務の概要を
理解させるための総合的な教養を実施するものとする。

けて実施するものとする。

半の早い時期に、原則として1日行うものとする。

制服による実務研修については、主として、交番における地域響

（a） 研修の実施に当たっては、あらかじめ、研修の目的、項目、心

（ア） 社会

察活動の基礎となる社会人としての常識のかん養を図るための教

（イ）地域瞽察活動
「地域響察活動（生活安全）」、「地域察活動（地域）」、「地域響

察活動（捜査）」、「地域暼察活動（交通）」、「地域簪察活動（醬備）」、
「地域朁察活動（情報通言）」及び「地域察活動（現場対応措置）」
とし、活用頻度の高い実務に重点を指向した教養を実施するものとす

る。
なお、「地域響察活動（情報通信）」については、第二級陸上特殊

（ウ） 実務研修、
実務研修は、原則として、私服によるものと制服によるものとに分

a 私服による実務研修
私服による実務研修については、察本部、察署等の察施設．
を見学研修させ、普察への帰属意識、職責の自覚を養うとともに、
初任科における教養効率を高めさせることを目的として、初任科前

（a） 研修の実施に当たっては、あらかじめ、研修の目的、項目、心
構え等必要な教養を行うとともに、研修先と緊密な連絡を保つも
のとする。

（b） 研修は、学校が定めた計画に基づき、学生をグループごとに研
修先に赴かせるなど、できる限り自主的に行わせ、学生に自主自
律の精神を養わせるよう配意するものとする。

b 制服による実務研修

察活動の実際を見学研修させ、職責の自覚を養うとともに、初任科
における教養効率を一層高めさせることを目的として、初任科の中
間時期に、おおむね1週間行うものとする。

なお、研修形態については、日勤制、交替制を問わない。

構え等必要な教養を行うとともに、研修先と緊密な連絡を保つも

のとする。



とする。
なお、研修担当員は、原則として1人の学生を担当することと

生を担当することとして差し支えない。

意するものとする。

の経験等に応じて、原則として、そのいずれかを選択させるものとする。

を行うことができる。

（b） 研修先は、比較的察事象の多い察者を選び、原則として、
学校から通勤させるものとし、研修の方法は、察署長の指定す
る研修担当員（交番で勤務する部補、巡査部長又は巡査）と同
一勤務とし、研修担当員の勤務を見学させる程度にとどめるもの

するが、簪察署の実情により、これにより難い場合は、複数の学

（c） 研修中において、必要がある場合は、研修生と察署勤務の普
察官とを判別できるような措置（名札、襟章等）を講じるよう配

エ術科
「逮捕術」、「柔道」及び「剣道」については、「逮捕術」の「術科共

通」を優先して履修させるものとする。
また、「柔道」及び「剣道」については、「逮捕術」の「術科共通」

における「柔道訓練」及び「剣道訓練」の履修結果、学生の適性、過去

なお、初任補修科卒業時には、努めて、初任科入校当初よりも上位の
級位を取得させるよう、学生の体力・気力の練成に配意するものとする。

（2）.教授要目、教授細目及び教授類目
教授要目、教授細目及び教授類目の時間、教授方法（講義、実習等）及

び教授目標は、原則として、別表「初任科・初任補修科教科課程教授細目．
（類目）基準」（以下「教授細目基準」という。）によるものとする。

4 教授内容の弾力的運用
（1） 各都道府県察の特殊性等から、必要がある場合には、採用時教養実施
要綱の別表1、別表2に定める教授科目の時間数内において、以下の変更

ア 教授要目の新設
イ教授細目、教授類目及び教授目標の新設、変更又は削除
ウ教授細目及び教授類目の時間数の増減及び教授方法の変更

（2） 教授細目基準に定める教授細目及び教授類目において、単独の講義や実
習等で実施するより、実戦的な訓練で実施する方が教養効果が高く、教授
目標の達成も図れる場合は、その教授細目及び教授類目の時間数を地域響
察活動（現場対応措置）の教授科目に振り替えることができる。

（3） 上記のほか、教授科目を跨いだ時間数の増減を行う必要がある場合は、



第3

義を積極的に導入するほか、常に授業の内容と進度に応じて工夫するなど、
効果的な方法を採用するよう配意するものとする。

研究させ、体験させるなど、真に学生の身に付くものとなるような方法を導
入するものとする。

に関する教養の重要性・必要性を十分に理解し、失敗させないための教養
に加え、失敗は起こり得るという前提に立った、失敗した際の適切な対処
方法についての指導に配意するものとする。

（2） 失敗の内容によっては、担当者において適切な措置を講ずることにより
対処可能な場合もあり、このような場合の対処方法に関する教養を教授細

都道府県の実情により、適宜追加するものとする。

くいことから、実際に起こりやすい失敗事例を示したうえで、失敗の問題

に努めるものとする。

1 授業計画の策定に当たっては、学生が知識、技能を修得することが容易で

後に窃盗事件を想定した実戦的総合訓練を実施したりすることができるよう

事前に贅察庁と協議するものとする。
教養実施上の配意事項

1. 教授及び教官は、担当する科目について常に研さんに努めるほか、他の教
科との関連、現有教材教具の実態等を十分検討するとともに、各授業時限ご
とに講義要点を作成するなど、教授内容の充実を図るものとする。

2 教授方法は、講義、実習等を効果的に連動させるとともに、部外講師の講

3 教授方法については、努めて、課題や事例を与え、学生自身に考えさせ、

4 業務上の失敗への対処方法に関する教養（リカバリー教養）
（1） 教授及び教官は、業務上の失敗への対処（以下単に「失敗」という。）

目基準に定める時間に下線で示した教授細目（類目）において実施するも
のとする。また、この種の教養を実施する教授細目（類目）については、

（3） 採用時教養の学生は、実務経験に乏しく、失敗そのものをイメージしに

点や適切な対処方法を教示するなど、失敗後の適切な対処につながる指導

第4 授業計画

あるように、例えば、「刑法」の「窃盗罪」を講義した後に、「捜査実務」
において「窃盗事件の捜査要領」の実習等を実施したり、これらを教授した

に各教授科目等の授業開始の時期及び進度を定め、総合的に教養効果を上げ
るよう配意するものとする。

2授業計画は、「初任科及び初任補修科を通した全体計画」及び「週間計画」
を基本とするが、「全体計画」については、授業の進捗状況や学生間におけ
る修得程度の格差等を勘案し、初任科前半、初任科後半、初任補修科、各月



等、可能な限り段階別に調整して、効果的な教養を推進するものとする。

図るものとする。

科目等を踏まえ、より高い教養効果が見込まれる場合には、これを他の教官
に担当させることができるものとする。

学生会活動は、学生生活、各種行事等の円滑な推進を図るための活動等

ていく場とするとともに、諸活動の基盤的な役割を果たす場とする。

るものとし、学生は、その中から、原則として各1種目を任意に選択する

力を身に付けさせる場とする。

なお、調軽に当たっては、職場実習生及び実戦実習生の配置先察署長か
らの意見に配意するものとする。

3補充調整時間は、全教科の教養状況を通観して、当初の教養目標に達しな
い教授科目に充てるなど、各都道府県察の実情に応じて、弾力的な運用を

教授科目「地域察活動（地域）」については、原則として、学級担任教
官が担当するよう計画するものとする。ただし、学級担任教官の経歴や専門

第5 教科外活動
1 教科外活動の基本

教科外活動は、「学生会活動」、「学級活動」、「クラブ活動」及び「寮生活」
を基本とする。
（1） 学生会活動

を通じて、自主自律の精神を養う場とする。
（2） 学級活動

学級活動は、ホームルーム等による対話を通じて、学級担任教官と学生、
又は学生相互間の良好な人間関係を醸成し、しつけ教育等を効果的に進め

（3） クラブ活動
クラブ活動は、体育クラブ及び文化クラブをもって編成するものとし、

これらの活動を通じて、情操のかん養を図り、体力気力を錬磨する場とす

る。
各クラブの種目については、醬察学校長が学生の希望を勘案して選定す

こととする。
（4） 寮生活

寮生活は、団体生活を通じて、互いに切磋琢磨して修養に努め、勉学を
助長し、寮内外の軽理軽とん、環境の軽備、服装、態度等について望まし
い生活習慣を養うとともに、自主性、協調性、良識、責任感等の社会的能

2教科外活動指導上の留意事項
（1） 教科外活動は、人間教育を充実し、教科課程において修得した知識の実



を原則とするが、このことは、放任を意味するものではなく、学校の指導
体制の下に「学生の自主的、自治的な活動」が行われるような指導の在り

の習熟度を見極めながら、順近、自主的な活動に移行させるような指導を

としての心構えの浸透を図るために必要と認める期間を特別指導期間とし

一般社会と極端にかけ離れたものはないかなどの観点から、常に見直し、
必要な改善を行い、効果的な指導を行うよう配意するものとする。

1学級編成をおおむね40人としたのは、授業の効率化を図り、教養効果を高
めるためであるので、1学級の人数が余り多くならないよう配意するものと

なお、副担任教官については、巡査部長をもって充てても差し支えない。
3採用時教養を効果的に推進するため、担任教官については、できる限り、

男性察官とは別グループで成績評価することとして差し支えない。

践定着のよき場であることから、その運営は、学生の自主自律によること

方を期待するものであり、入校当初には教官の指導性を強め、以後、学生

行らものとする。
（2） 特に、初任科入校当初においては、学校生活に必要な基礎知識及び学生

て、重点的な身上把握に努め、必要な指導を行うものとする。
（3） 指導内容及び方法の工夫、改善に当たっては、学生の習熟度に対応した

指導を考慮するとともに、現行の点呼、朝礼、自習時間、外出泊等に関す
る諸規定及び各種の指導方針全般について、形式的に過ぎるものはないか、

第6学級編成等

する。

2 各学級に担任教官を置くこととしたのは、適正かつ効率的な指導教養を図
る見地からであり、努めて、正副各1人を配置するものとする。

初任科及び初任補修科を通して担任させるよう配意し、初任科、職場実習及
び初任補修科における教養の一貫性を確保するものとする。

第7 女性暼察官に対する採用時教養
女性察官については、女性としての特性を考慮しつつ、長期又は短期の
区分に従って男性察官と同内容の教養を実施するものとする。
なお、術科教養及び備実施の授業の実施については以下によることとし、

1柔道については、男性察官と別授業若しくは別グループでの実施又は
女性察官に適した他の武道に替えることとしてもよい。

2逮捕術については、男性察官と別授業又は別グループで実施することと

してもよい。
3警備実施については、基本動作等を修得の後は、女性察官の特性を生か
し、警衛・護要領又は広報要領等に替えることとしてもよい。



第8 その他
1． この要領により難い特別の事情が認められる都道府県響察にあっては、あ
らかじめ響察庁の了解を得るものとする。

2皇宮替察本部においては、新たに採用された皇宮巡査に対して、この実施
要領に準じた初任教養及び初任補修教養を実施するものとする。



2 最近の

9 6 3 6

1

（1）

（2）

1

10

4

1

9 5

（1）

1

2

3 3

国民の負託を受けた警察官
として、求められる職業人、

の在り方を理解させる。

1

1

えについて理解させる。

踏まえ、国民の視点に立った

また、社会人としての良識の

行う上で求められる基本的な
心構え等について、具体的に
理解させる。

カウンセラー等により、公共
のために尽くすことの意義、
重要性を理解させる。

別表

科目

教授要目

訓育等

情勢や謷
察改革等
を踏まえ
た職務倫
理の基本

初任科・初任補修科教科課程教授細目（類目） 基準

職務倫理

教授細目： 教授類目：

計

時限

長期課程

初任科 初任補修科

詐義寨習等 謔義実習等 計

国民か
ら期待さ
れる簪察
官

組織入としての
・在り方、
心構え

（3） 瞽察官
としての
在り方、
心構え

（4） 警察活
動の社会
的意義

警察改
革等を踏

- まえた基
本的心構

精神のか
ん養

短期課程
教授目標

初任科 初任補修科

誰義
実習等 寨習等

組織人としての自覚を養い、
国民の視点に立った警察活動

り方を示すとともに、期待さ
れる贅察官像について理解さ
せる。
「落務部長の訓育により、組
織人としてえるべき良識、
行動規範、職務遂行上の心構

、簪察

としての在り方、心構えを理
解させる。

護部内功績者、重要事件解決
功労者等により、やり甲斐を
認識させるとともに、贅察業

務の社会的意義、心構え・気概等謷察活動遂行上必要な職
務倫理について理解させる。

最近の情勢や瞽察改革等を

察活動の重要性を理解させ
る。

かん養を図るとともに、国民
の要請にこたえる著察活動を

贅察を取り巻く最近の情勢
や普察改革の精神を理解させ
るとともに、国民の視点に
立った察活動の重要性を理
「保護司、



（2）

（3） 積極的

（4）

3

2

4

12

2

6

1

1

1

2 1

1

2

他の職業に求められる倫理を

像について理解させる。

である「誇りと使命感を持っ

より理解させる。

質を理解させるとともに、国

い、職務を遂行していくこと
の重要性を理解させる。

に奉仕することの重要性を理

行することの重要性を理解さ

である「人権を尊重し、公正

とはどのようなことか、事例

全ての人に基本的人権が保

障されていること、国際社会

すること、職務執行に際しては、これを最大限尊重しなけ
ればならないことを理解させ

職務執行に際しては、常に

とについて理解させる。

漏らすことによってもたらさ

の重要性を理解させる。

誠実に対応することの重要性

3）

（4）

各職域の
倫理

替察に
対する国
民の要請

（誇りと
使命感を
持って国
家と国民
に奉仕す
る）

（1）

・な奉仕

（4） 毅然と
した職務
執行

（人権を
尊重し、
公正かつ
親切に職
務を執行
する）

（1） 人権の
尊重

「（2） 公正な
職務執行

（3） 秘密の
保持

親切な
職務執行（市民応
接）

5

組織の職業倫理を担当する

者、企業経営者、マスコミ関
係者等により、国民の警察に
対する要請、期待する察官

職務倫理の基本の第一項目

を与え討議させることなどに

察の変遷と民主•察の本

家と国民に奉仕する察官と
しての職責を理解させる。

「贅察官として職責をたす
ことに誇りを持ち、人間愛に
貫かれた確固たる使命感を培

一審察官として常に相手の立
場に立ち、真摯な態度で国民

解させる。

察官として国民の負託に
こたえるために、勇気と正義
感を持って、職務を毅然と遂

せる。職務倫理の基本の第二項目

かつ親切に職務を執行する」

を与え討議させることにより
理解させる。

における人権擁護（主要な人
権関係条約への理解等）に関

る。

不偏不党かつ公平中正を旨と
し、法令の定めに従うべきこ

職務上知り得た秘密事項を

れる影響を踏まえ、秘密保持

職務執行に際して、相手の置かれた立場を洞察し、思い
やりと礼節を持って親切かつ

を理解させる。



3 8 4 3

3

（5）

（1）

（2）

（3）

（1）

（1）

2

2

4

1

1

1

1

4

2

対する基本的な考え方や保護

の在り方を理解させるととも

はどのようなことか、事例を

組織目的を達成するため、

厳守することの重要性を理解

能を発揮する上で、内部通報

動することの重要性を理解さ

人間関係を保持していくため

とはどのようなことか、事例

自己啓発を
積極的に進め、自己の内面を
充実させるとともに、豊かな
人間性を養うことの重要性を

識、技能を修得することの重

活態度を保持する」とはどの

議させることにより理解させ

ライフサイクルプランの掛

1

障害の
ある人等
に配意し
た警察活
動

（規律を
厳正に保
持し、相
互の連帯
を強め
る）

規律の
厳守

自主自
律の精神

（4）

職場に
おける人
間関係

各種ハ
ラスメン
トの防止

（人格を
磨き、能
力を高
め、自己
の充実に
努める）

（2）

人格の
陶冶

実務知
識・技能
修得の重
要性

（清廉に
して堅実
な生活態
度を保持
する）

生涯生
活設計

1

2

2

障害のある人や高齢者等に

の立場からの適切な察活動

に、専門的知見を有する部外
講師による講話等により、障
害の特性を理解させる。

職務倫理の基本の第三項目
である「規律を厳正に保持
し、相互の連帯を強める」と

与え討議させることにより理
解させる

考察組織の生命である規律を

させる。また、組織の自浄機

・制度等の重要性を理解させ
る。

等察官として自らを律して行

せる。
人間関係の重要性、良好な

に必要な心構え等について討
議させ、職場における人間関
係の在り方を理解させる。

パワー・ハラスタントやゼ
クシュアル・ハラスメントと
いった各種ハラスメントの態

様、生じる要因、職場に及ぽす影響、配意すべき事項等を
理解させる。
職務倫理の基本の第四項目

を与え討議させることにより

を執行し得るに足る実務知

要性を理解させる。職務倫理の基本の第五項目
である「清廉にして堅実な生

ようなことか、事例を与え討

る
立、見直しの意義、重要性及
びその在り方について理解さ
せる。



（2）

（5）

（7）

3

4

1 3

1

16 16

ワーキング・サービス（SNS）

防止策を理解させる。また、
ソーシャル・ネットワーキン

グ・サービス（SNS）等を利用

シーの向上を図る。

在り方について自ら考えさせ

務に関する規則、国家公務員

の在り方を理解させる。

との交際の在り方等について

ホームや障害者施設等におけ

ども、高齢者、障害のある

対する理解を深めさせる。

58117.34 333 9

「（3）

「（④）

（6）

各種人
権課題等への理解

合計

堅実な
私生活

趣味と
娯楽

飲酒の
心得

交通蓴
故防止

部外者
との交際

異性と
の交際

職務に精励する上で、家庭
生活を含め堅実な私生活の必
要性、重要性を理解させる。

趣味と類薬の功罪、警察管として不相応な趣味、不適切
な娯楽、ソーシャル・ネット

やネットゲームへの執着など
に起因する非違事案の原因、

する際の服務上の留意事項に
ついて理解させ情報リテラ

暮察における適正な飲酒の

るとともに、若者特有の未熟
な判断力・倫理観から惹起し
やすい飲酒運転をはじめ、飲

3 酒に伴う各種事故の重大性や

間、相手等）等について理解
させる。

一警察官による交通事故が社
会や国民に与える影響、交通
事故防止の重要性及び発生時
の適切な対処方策について理
解させる。

暮察職頁の職務倫理及び服
倫理法等の趣旨を踏まえた部

外者との交際の心構え、留意事項等部外者との正しい交際

察官として好ましい異性

理解させる。偏見や差別に苦しむ人につ
いての講話、罪被害者・交
通事故被害者やその遺族に関
する企画展示等の見学、老人

る実習等を通じて、女性、子

人、部落差別（同和問題）
外国人等の各種人権課題等に



・基本的

基本的

その他

（3）

（4）

7

2

1

7

2

4

3

2

日本国憲法の基本原理につい

「関する基本法であること及び
憲法の構成についてその概要
を理解させる。

日本国憲法の基本原理である
ことを理解させる。

解させる。特に、基本的人権
と公共の福祉の関係について

体的に理解させる。

び経済的自由について、その
意義と内容について具体的に
理解させる。

する法的問題について、その

理解させる。

・科目

教授要目

憲法・
謷察行政

法学

教授細目 教授類目

（1） 憲法の
概要

ア

（2）
人権

ウ

憲法の
意義と構
成

憲法の
歴史と日
本国憲法
の基本原
理

人権の意
義、内
容、享有
主体、限
界
苜由権

の基本的
人権等

統治機
構

謷察行
政法概説

ウ

謷察の

意義と基礎原理公務員
制度

荇政救済

計

時限

長期課程

初任科 初任補＊料

詳養美習等 講義実習等 計

短期課程

初任科

詐義実習等

初任補修科

講袤実習等

教授目標

憲法の意義、構成、歴史及び

て理解させる。
憲法が国家の組織と活動に

天日本帝国憲法から日本菌
憲法の成立に至る憲法の歴史
並びに国民主権、基本的人権
の尊重及び平和主義の3つが

基本的人権の意義、内容等
について察職務と関連付け
て理解させる。
基本的人権の意義、内容、
専有主体及び限界について理

は、簪察活動と関連付けて具

精神的自宙、人身の自由及。

「法の下の平等、会的基本権、受益権、国民の

養務等について、具体的に理解させる。

国会、内閣、裁判所の組織、権限及び相互の関係並びに天
皇、財政、地方自治について
理解させる。
瞽察及び行政活動一般に関

基本的事項を機能する。
警察の意義、責務、現行
察法制の基礎原理等について

理野政菜の基本理論について

国及び地方公共団体の公務
員制度について実定法に即し

償及び行政上の争訟について
理解させる。



（5）

都道府県

3

16

3

2

1

12

2

2

10 10

1

4

9 6

5

5

2.5

2.5

3

理について理解させる。

について理解させる。
都道府県公安委員会及び都

関係について理解させる。

ついて理解させる。

法令の規定について理解させ

3 点について、事例を挙げて討

2

3

ついて理解させる。

2 刑法

警察組
織法

（6） 贅察活
動法

国の響
察機関と

の贅察機
関

警察職
員及び管
轄区域と
職権行使

朁察の
活動の法
的諸形式
及び法の

.悲律彳 謷察の・活動上の
混担
瞽蔡菅

職務執行
法

（1） 刑法総
論

刑法の
概念

狙罪の
成立要件

ウ 未遂狙
及び共狙

罪数と
刑罰

著察の組織の概要、基本原

国家公安委員会及び替察庁
の組織の概要、任務、権限等

道府県察の組織の概要、経
費等及び都道府県警察相互の

“軽察職員についての各種類
定及び管轄区域と職権行使に

幣察の活動に関する基本原
理及び謷察官職務執行法等の

る。
種々の贅察の活動について、

その法的性格及び法令との関
係を理解させる。

法浴主義、入権尊重主義等
察の活動に関する諸原理に

職務執行法に定める謷察活動
の諸形態について、個々の規
定に即して理解させる。
2 職務質問、保護等の問題

議させ、理解させる。
刑法の概念、罪の成立要
件、未遂犯及び共について
理解させる。
刑法の意義、刑罰の目的、
罪刑法定主義、刑罰法規の適

用範囲、刑法総則と特別法、条例との関係を理解させる（刑
罰法規には、固有の刑罰法規と
行政刑罰法規があることにも
触れる。）。

茨のことについて真体例を
示して一応の犯罪概念を理解
させる。1 構成要件該性（不能
処、不作為加、原因において
自由な行為、因果関係を含
む。）違法性（阻却事由を含
む。）
有責性（責任能力、責任要

素、錯誤を含む。）
一枚のごとについて事例を挙

の時期、未遂加の種類、予備の処罰、未遂と不能犯との
相違を含む。）
2 共（共同正処、教唆
”、従犯、共犯と身分を含
む。）観念酌竸谷、牽蓮貊、併容
罪、刑罰の種類、刑の時効に



（2） 個人の
24 19

2 3

12.5 9.5

2

2

2

1

3 1

0.5

に関する

2
うものについて理解させる。

について事例を挙げて説明

ついて討議させて理解させる
1

ついて理解させる。

1

各構成要件について説明し、

要素を理解させる。

ついて事例を挙げて説明し、

であることについて理解させ

法益を侵
害する罪

ウ

エ

窃盗罪
（不動産
侵奪罪を
含む。）

強盗罪

恐喝罪

詐欺罪

横領罪

盗品等

罪

個人の法益を侵害する罪
で、地域替察官が多く取り扱

財物の概念、占有、不法領

得の意思、使用窃盗、親族相盗例及び不動産侵奪罪の侵奪

し、理解させる。2窃盗罪の態様別に実行行
為の着手時期及び既遂時期（取
得説）について理解させる。
3 盗犯等ノ防止及処分＝関
スル法律等窃盗罪に関連する
法令について理解させる（「地
域響察活動（捜査）」の「窃
盗事件の捜査要領」との関連
に配意する。）。

4、想定を与え、菊盗罪と不
法領得の意思、実行の着手に

（「地域替察活動（捜査）」の
「窃盗事件の捜査要領」との
関連に配意する。）。

1財産上不法の利益の意義、

暴行、脅迫の意義及び窃盗罪、恐喝罪との差違について
理解させる（事後強盗罪、強盗
致死傷罪、強盗・不同意性交
等罪についても触れる。）。

2 想定を与え、強密罪とき
0.5 喝罪の区別について討議させ

て理解させる。
「「恋して財物を交付させ」
の意義、権利行使と恐喝罪に

・「いて財物を交付き
せ」の意義、詐欺罪、電子計
算機使用詐欺罪、準詐欺罪の

それらの異同について理解さ

成要件である欺罔、錯誤、財
10.5 産的処分行為、財物・財産的利益の移転という各構成要件

_単純横嶺罪、業務上横領罪、遺失物横領罪の態様につ
いて理解させる。
一盗品等及び無償護受け、運
搬、保管、有償譲受け、処分
のあっせん等の行為の意義に

理解させる（特に、盗品等であ
ることの知情が犯罪成立要件

る。）。



（3）

4

3

1

3

0.5

2

0.5

0.5 0.5

0.5

3 2

を理解させる。

理解させる。

について理解させる。

について理解させる。

法律との関係について理解さ

困難な状態にさせることの内

について理解させる。

犯について理解させる。

1

ついて事例を挙げて説明し、

法第1条第9号・第10号との関
係について理解させる。

事例を挙げて説明し、理解さ

第23号との関係について理解

うものについて理解させる。

8

キ

ク

ザ

シ

ス

社会公
共の法益
を侵害す
る罪

イ

（4） 国家の
法益を侵
害する罪

毀棄の
罪

殺人罪

暴荇
罪、傷害
罪

脅迫罪

不同意
性交等の
罪

逼失傷害の罪

住居侵
入罪

1
放火
罪、失火
罪

わいせ
つの罪

要薬及び損壊の罪につい
て、親告罪及び動物への「傷
害」等を含め説明するととも
に、他罪及び特別法との関連
について事例を引用して要点

・容体入の婚期、終行
為の態様について理解させ

登。殺人罪における故蔵につ

及び同時傷害の特例について

2 因果関係、結果的加重犯

3暴力行為等処罰ニ関スル
法律、凶器準備集合罪との関
連を事例を挙げて説明し、理
解させる（「地域著察活動（捜
査）」の「暴行、傷害事件の
捜査要領」との関連に配意す
る。）。

【脅道の意義、香道行為の態様及び告知する害悪の内容

2． 暴力行為等処罰ニ関スル

せる。
性罪に関する刑法改正の
趣旨、同意しない意思を形
成、表明又は全うすることが
容及びわいせつ行為等の内容

「過失、業務上過失、
の意義、要件を理解させる。

ゴ不退去罪に関運付けて、
真正不作為処と不真正不作為

2窃盗に関連付けて、幸
連迎について理解させる。

社会公共の法益を侵害する
罪で、地域警察官が多く取り
扱うものについて修得させ
る。保護法益、焼損の意義、
客体の区分、態様、危険犯に

理解させる。
2爆発蚋取締罰則、軽犯罪

工容体、おいせうの意義、
公然の意義及び行為について

せる。
2 軽犯罪法第1条第20号・

させる。
国家の法益を侵害する罪
で、地域響察官が多く取り扱



3

（2）

（3）
1

3

2

1

3

1

1

1

1

3

2

1

0.50.5

1.5.1.5

2

0.5

1.5

に当たるか否かについて理解

3

ついて討議させて理解させ

概要について理解させる。

執行に至るまでの一連の手続

されるかについて事例を挙げ

始めとする新たな刑事司法制
度について、その制度の背景

を理解させる。

と検察官との関係について理

等について事例を挙げて説明

を挙げて説明し、理解させ

刑事訴
訟法

（1） 刑事訴
訟法の概
要

（4）

捜査の
主体

捜査の
端緒

任意捜
査

イ

ア

ウ

公務執
行妨害罪

賄賂の
罪

刑事訴
訟法の意
義と基本

刑事手
続の進行
過程

・新たな
刑事司法
制度の概
要

任意捜
査の意義
と原則

人に対
する任意
捜査

物に対
する任意
捜査

4

1

客体、公務員の意義、職
務の適法性の要否について理
解させる。2 業務妨害罪との関連にお
いて、職務がこの場合の業務

させる。
暴行により傷害を負った

場合の罪数関係について理解
させる。
47想定を与え、瀬務の適法
性と公務執行妨害罪の成否に

※諸路意義、みなす公務員、
賄賂罪の態様等について理解
させる。
刑事訴訟法の意義と基本思
想及び刑事手続の進行過程の

刑事訴訟法の意義と基本思
想について、憲法の規定等も
含めて理解させる。

「頼査、起訴、裁判及び前の

の流れを概説し、被疑者がど
のような経過をたどって措置

て説明し、理解させる。

"取調べの録音・録画制度を

や意義、簪察捜査への影響等

・警察官の捜査責任、特別司
法警察職員、司法朁察員と豆
法巡査、捜査における警察官

解をさせる。
現行、警察官自身による
端緒の取得、職務質問、自動車

解させる。
任意捜査の意義と原則、人
と物に対する任意捜査につい
て修得させる。任意捜査の意義、任意捜査
の原則、任意捜査の種類、任
意捜査における有形力の行使

し、理解させる。
"被疑者の出頭要求と取調
べ、任意同行、参考人の取調
べ、供述調晝、捜査関係事項
照会、鑑定嘱託について事例

※美洗見分について事例を案
げて説明し、理解させる。



1

10

8

2

2

3.5

2

10

（5）

14

12

2

3

2

7

2

4

2 2 手続について修得させる。

ものの交付を請求する場合も

ついて事例を挙げて説明し、

1

要性についても理解させる。

証方法等について理解させ

等について事例を挙げて説明

について討議させて理解させ

2

人に対
する強制
捜査

ウ

エ

力

【6） 物に対
する強制
捜査

イ

強制捜
査の意義
と必要性.
通常逮
捕

綮愙逮
捕

現行狙
逮捕

荏意田
頭又は職
務質問と
逮捕との
関係

逮捕後
の手続

令状に
よる捜
索・差押

よらない
捜索・差
押え・検
証

強制捜査の意義と必要性、
人に対する強制捜査の種別と
要件及び手続、任意捜査から
強制捜査への移行、逮捕後の

強制捜査の意義と必要性及
び令状主義について理解させ

含む。）の意義、要件、請承
手続、逮捕状による逮捕につ
いて理解させる。

」緊急逮捕の意義、要件に

習製意造を写え、家を連の要件、対象罪、嫌疑の十分
1性及び逮捕後の手続について
討議させて理解させる。

現行貊蓮蒱及び準現荇貊
逮捕の意義及び要件について
判例及び事例を挙げて説明
し、理解させる（特に、緊急逮
捕と紛らわしい事例につい※
て、その区別を理解させ
る。）。
2 想定を与え、現行殖速蒱™
の要件、狙罪と狙人の明白性
及び時間的、場所的接着性に
ついて討議させて理解させ

逮捕への移行について判例及
び事例を挙げて説明し、理解
させる（「地域謷察活動（地
域）」の「職務質問」との関
連に配意する。）。

「引致、弁解録取書の作成、
弁護人選任権の告知、被疑者
の指紋採取と写真撮影、留置、
被疑者の取調べ、身柄送致、被
疑者の勾留、身柄拘束時間の制
限について要点を理解させ
る
捜素、差押え、検証（身体機査を含む。）について概要を修

0.5 得させるとともに、物証の重

各種令状の意義、請求手続、
令状による捜索、差押え、検

事の選の現場ごおげる選素
差押え・検証の意義、許容範囲

し、理解させる。
2定を与え、逮捕の現場
における捜索、差押え、検証

0.5の時間的、場所的、物的範囲

る。



（7）

0.5

2 2
（8）

1 0.5.0.5

（9）

0.5 0.5

4

2 2

5

2 2

（両者の相違点をよく理解させ

事件の送付等について理解さ

のように評価されるかという
観点から、公判手続について

の概要について理解させる。

則について理解させる。ま

て事例を挙げて説明した上、
相談を受けた場合における処

大学教授等法律の専門家に

1110 96 116050 1.58.5

1/

被疑者
の防御活
動

差押え
後の措置
（領置を
含む。弁護人及び

弁護人以外の者
との接見交通等

1

送致及
び公訴の
提起

送致及び公訴
の提起

公判手
統

公判手統

民法 民事事件と
地域暼察官

2

法学概
論

押収物の還付、仮還付等の
差押え後の手続について、要
点を理解させる。

弁護人の選任、国選弁護人
制度、弁護人との接見交通、
弁護人以外の者との接見交通

る。）について要点を理解さ
せるとともに、捜査と留置の
分離についても理解させる。

事件送致の概念（身柄送致
との区別）、微罪処分、告訴

せる。さらに、公訴官として
の検察官の役割と起訴独占主
義、起訴便宜主義、付審判請
求手続、起訴後の勾留と保
釈、公訴時効について理解を
させる。瞽察捜査が公判においてど

証明力、伝関証拠の排除法則、証人尋問、自白法則、捜
査書類の証拠能力、違法収集
証拠のほか、裁判員裁判、公
判前墼理手統、即決裁判手
統、被疑者国選弁護人制度等

また、警察官の公判由廷につ
いても理解させる。

民事法の指導理念である公

る私有財産権、契約自由の原

た、民事法と刑事法との相違
点、民事事件の中に潜む刑事事
件への発展要素の把握につい

理あっせん方法（公立の相談
所制度等）について理解させ
る。

講義を依頼し、〇社会生活における法の意義
◎行政機関と法の関係
〇制定法の諸形式と法体系上
の地位
〇制定法の効力の及ぶ範囲
〇制定法の適用と解釈
〇制定法の分類と基本原則
等について説明し、学生が法
学に興味を抱く契機とさせ
る。

合計 -3



1

54 41 211 14

9

12

7 1 6
人として備えておくべき一般

地元の都道府県の歴史、

科目

教授要目

社会

教授細目

教養講座

社会

ア

イ

ウ

教授類目

郷土史

瞽察吏

薯蓁地
理

計

時限

長期課程

初任科 初任補修科

詳義実習等 詳峩実習等 計

短期課程

初任科初任補修科

譖義実習等 詳養実習等

教授目標

経済問題や時事問題等社会

常識及び謷察史や謷察地理等
地域察官として必要な基礎
的知識等について、管察部外
の有識者及び響察部内の担当
者による講演・講義等により
理解させる。

語、習俗、芸能、産物、建築
物等について、察部外の有
識者及び普察部内の担当者
（教育主事等）による講演・
講義、視聴覚教材等により理

難させる。地完の都道府真替察の歴
史、制度、事件史等につい
て、都道府県察史等の編さ
ん委員である普察部外の有識
者又は普察部内の担当者によ
る講演・講義等により理解さ
せる。
地域察官としての執行務
に必要な地元都道府県の地理
地形、気候風土、交通、産業
等の状況及び各替察署の体
制、規模、管轄区域内の情
勢、特質等について、贅察部
内の担当者による講義等によ
り理解させる。



13

国際条約（人種差別撤廃条

4

4

9

2

の者の保護に関する国際条約

の概要について説明し、人権

せるとともに、女性、子ど
も、高齢者、障害のある人、

要性について理解させる。

を行うために必要な犯罪者の

関する犯罪心理学について、

等により理解させる。

社会人として備えておくべ

情勢等に関する基礎的知識に

世界入権賞言、経済的、社会的及び文化的権利に関する
国際規約（A規約）、、市民的
及び政治的権利に関する国際

約）、女子に対するあらゆる
形態の差別の撤廃に関する条

オ

ギ

ク

人権の
擁護

少年の
心理

罪を狙
すその心
理

経済問
題

時事問
題

を傷つける取扱い又は刑罰に
関する条約（拷問等禁止条
約）、強制失踪からのすべて

利条約）等の人権関係諸条約

の国際的潮流について理解さ

部落差別（同和問題）、外国
人等に関わる各種人権課題と
人権に配意した職務執行の重

地域察官として少年問題
や少年事件等を取り扱う際に
必要な少年の特性や行動のほ
か、現代の若者の意識や行動
の特徴等について、贅察部外
の専門家及び管察部内の担当
者による講義等により理解さ
せる。
地域警察官として捜査美務

意識と行動との相関関係等に

贅察部外の専門家による講義

社会人として備えておくべ
き日本経済や国際経済に関す
る問題点等の基礎的知識につ
いて、贅察部外の専門家によ
る講演等により理解させる。

き政治情勢、社会情勢、国際

ついて、警察部外の有識者及
び替察部内の担当者による講
演・講義等により理解させ
る。



2 （1）

（2）

ミュニ
ケーショ

情報保護

ネット

9

4

2

1

11

3

2

1

2

0.50.5

0.5

0.5

14

有する個人情報の保護に関す

情報保護条例」等を説明し、
個人情報保護の考え方、個人

理措置等について理解させ

ルコンピュータ及びネット
ワークに関する知識・技能を

サイバーセキュリティ対策に
ついて理解させる。

理解させる。

等について理解させる。

官として必要性が高く、か
つ、特に留意しなければなら
ない用語について理解させ

を説明し、不適正な取り扱い

件について理解させるととも

ミュニケーション能力（巡回

対話と
報告

公用文
の書き方

職務遂
行上のコ

ン

ジ

ス

ウ

情報公
開・個人

PC
ワーク基
礎

座

公用文
の作成要
領

法令用
語の基礎
知識

公文善
の意義、重要性

厺女蓍
（報告
書）の作
り方

2

7 2

2

2

し、情報公開の考え方、適正
な文書管理等について理解さ
せる。また、「行政機関の保

る法律」、都道府県の「個人

情報の取扱いの制限、安全管

る。

薬業務に必要なパージチ

修得させる。

、サイバー空間の脅威情勢、

サイバー事業対処能方検定
初級を実施する。

上記アからシまでの教養講
座の補充調整時間のほか、地
域響察官として必要な日常英
会話、手話等について、贅察
部外の専門家や警察部内の担
肖者による講義等により修得
させる。
公用文作成の基礎となる用
字、用話：文体、送り仮名の
付け方及び報告書の作り方を

公用文の概要、を横書き文

書の作り方、用語用字、文体

一法令用語のうち、、地域簪蔡

な作成及び取扱要領等につい
て理解させる。2 公文書に係る不適正事案

が招く結果の重大性について
理解させる。
1報告書の意義、種類及び要

に、報告書の作り方を実習に

要領並びに話すことの重要

性、察官の話し方の留意事

連絡、職務質問等）を修得さ
せる。



（3）

ミュニ
ケーショ

1

1

2

5 1 4 1 0.5 0.5

0.5

2

0.5

2

17251 10 11 17 8 3

15

要であることを認識させると

意事項を事例を挙げて説明

文章作成の基礎知識として、

法について事例を挙げて説明

とめる能力を高めるととも

文についてそれぞれ発表させ

文善作
成

ウ

話の聞
き方

の話し方
の留意事
項

職務遂
行上のコ

ン要領

文書作
成上の基
礎知識

倫理作
文

意見発
表・総合
指導

人の話を聞く時の態度及び
話の聞き方等を理解させる。

「贅察官にとって話し方が量

ともに、贅察官の話し方の留

し、理解させる。
地域替察官にとって話じ方
が特に重要となる受付と対

応、地理案内、巡回連絡、職務質問、交通指導取締り、酢
酊者の保護等について想定事
例により実習させ、正しい話
の聞き方、メモの取り方及び
話し方を修得させる。

文章作成上の基礎知識及び
贅察官として必要な実用作文
の作り方を修得させる。

取材と構想、表現と推こう及
び文章作成力を上達させる方

て小論文を書かせ、文草をま

に、職務倫理に対する意識の
高揚を図る。
●学生から提出された倫理作

るとともに、文章作成上の良
い点、悪い点を指導し、理解
させる。



3

3
行方不明

（1）

（2）

（3）

1 1 2 1

3 2 3

1

の留意点について理解させ

0.50.5

0.5

の措置等について理解させ、

行為の防止等に関する法律を
中心に理解させる。

等の基本的事項について理解

制について理解させる。

科目 地域簪察活動（生活安全）

教授要目 教授細目 教授類目

計

12

生活安
全暼察総
論
防犯活
動

生活安全替
察総論

個別防貔活
動の実施要領

保護・

者の発見
活動

保護の
目的、対象、手続
等

保護の
要領

行方不
明者発見
活動

古物宮
業、質屋
営業、贅
備業、探
偵業

（1） 古 営
業

時限

長期課程

初任科 初任舗悠科

講義実習
計

短期課程

初任科

実習

初任插性科

詳義実習等

教授目標

2

生活安全響察の目的及び特
徴並びに生活安全管察運営上

る。

防犯資料の収集の範囲及び
着眼点、防犯診断、防犯連絡
の実施要領等地域朁察官の行
う個別の防活動の要領を理
解させる。また、環境設計による防犯対策の意義、目的及
び推進要領並びに代表的な防
犯設備を理解させる。

職場実習において体験した
「防活動について事例発表を

0.5させ、問題点を討議した上で適切な実施要領を指導し、修
得させる。
保護の意義、目的及び対象
並びに行方不明者の意義：行方不明者届の受理及び発見時

その要領を修得させる。

保護の意義、対象、保護措
置の内容、手続と引き継ぐ機関、保護の限界等基本的な事
項を暼察官職務執行法及び酒
に酔って公衆に迷惑をかける

「保護対象の特性及び対象別
の保護要領を説明し理解させ
た上、泥酔者等の保護につい

て演技式により個別に実習させ、基本的要領を修得させ

一行方不明著の意義、行方
閉者届の受理、発見時の措置

させる。
著備業の健全育成、古物営業、質屋営業及び探偵業の規
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1.5 1.5

0.5

1.50.5

0.5

4

1.5

の権限について説明するとと

健全育成を旨とすることを理

の権限について理解させる。

対応について理解させる。

対応について理解させる。

めの活動について理解させ

2

理解させるとともに、少年事

対策等について理解させる。

活動について体験発表をさ

おける取組等について理解さ

10.5本を理解させるとともに、事

（3）

質屋菅
業

警備業

（4）探偵業

人身安
全関連事
案への対
応

（2）

少年警
察活動

（1）

（2）

カー行為
等の取締
2竜構著
暴力事案
への対応
その他
の人身安
全関連事
案への対
応

少年の
非行防
止・保護
活動

児童虐
待防止対
策

少年事
件等の処
理

｜1

・1

質屋営業の定義、営業の許
可、質置主の保護、営業者の
義務と営業の制限等について
理解させる。
一警備業法におげる認定術度
の仕組み、警備業に関する具
体的規制内容及び公安委員会

もに、指導監に当たっては

の仕組み、探偵業に関する具
体的規制内容及び公安委員会

人身安全関連事案への適切な
対応のため、地域察官とし
て被害相談等に対応する心構
え、、対応要領等について理解
させる。
ストーカー規制法の概要及
びストーカー事案への適切な

「配属者募力防正法の概要及
び配偶者暴力事案への適切な

荇方不明事菜、”廆蕫・高齢
者・障害者虐待への対応及び
女性・子供を狙罪から守るた

る。
少年察活動の概要、少年事件等の処理手続の概要及び
福祉犯の主な態様等について

1

件等処理要領及び福祉犯取締
りの要点等を修得させる。

少年警察活動の基本：街頭
補導、少年相談、継続補導、有害環境浄化活動、被害少年

職場実習において体験した
少年の非行防止活動及び保護

10.5せ、問題点を討議した上で適
切な処理要領を指導し、修得
させる。
※児童虐待の防止に関する法
律に規定する児童虐待の定・
義、類型、通告等の基本事項
や察の児童虐待への対応に、

せる。
「少年事祥、触法少年事件及
びぐ犯少年事件の処理手続の
概要並びに捜査及び調査の基

件等の処理要領を修得させ
る。
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9 外国人 外国人労働
労働者に

10

2

1

2

0.5

10.5

2

2

1

3

0.5

2

2

0.5

0.5

0.5

2

0.5

2

0.5

法令について理解させるとと

の規制等について理解させ

について理解させる。

外国人労働者に係る雇用関

について理解させる。

復措置等の重要性について理

は

（4） 少年の
福祉を害
する犯罪
の取締り

銃砲刀剣類の種
別と規
制・火薬
類の規制

銃砲刀
剣類の種
別と規制

②②
の規制

風俗環
境の浄化

風俗営
業等の規
制

風俗関
係事狙の
取締り

者に係る雇用
係る雇用「関係事狙の取
関係事犯 締り
の取締り

生活経
済事犯の
取締り

【1） 生活経済事の
概要

銃砲

刀剣類

1

1

”福祉の主な態様及び適用

ての心構え及び要点を修得さ
せる。
銃砲刀剣類、火薬類等の規
制及びこれらに対する指導取
締り要領について理解させ
る。

銃砲の意義、その規制の内
容並びに許可及び登録につい

容、許可及び登録並びに刃体の長さが6センチメートルを
超える刃物の携帯について理
解させる。

及び地域著察官の権限と措置
要領等について理解させる。

風俗環境の浄化等を図るた
め、風俗営業等の規制及び営
業の適正化等並びに風俗関係
事の取締り要領を理解させ
る。
風営適正化法の目的、風俗

営業の種別、営業の許可、営
業行為の制限及び性風俗関連
特殊営業、深夜飲食店営業等

「風営適正化法達反無許可
営業、禁止区域等営業等）、
売春事処、わいせつ事処、
ゲーム機等使用賭博事処等風
俗関係事処の概要並びに端緒
把握の方法、着眼点及び処行
を発見した場合の措置要領等

係事狙の概要等及びその取締
りと措置要領を理解させる。
また、人身取引の被害者を認
知した場合の適切な措置要領

生活経済事処の概要、取締り要領及び被害相談対応要領
並びに被害拡大防止、被回

解させる。
利殖勧誘事処・特定商取引

等の悪質商法、ヤミ金融事、不法投棄事犯等の概要を
理解させる。
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された預貯金口座の金融機関
への情報提供等の重要性につ

条例違反の概要について理解

1

止等に関する法律第3条及び

ついて理解させる。

ける行為の防止等に関する法

の留意点について理解させ

事情からみて必要と認められ

なる基礎的な知識について理

生活経
済事狙の
被害相談

心構えと
被害末
然・拡大
防止措置
及び被害
回復

特別法犯
等の取締
り

軽犯罪
法及び特
殊開錠用
具の所持
の禁止等

法律違反
の取締り

（2）※、公来にア
著しく迷惑をかけ
る暴力的
不良行為等の取締
り

イ

筿例違
反の取締
り

サイ
バー事案
対策

（2）

サイ
バー事案
対策
サイ
バー事案
対処に必
要な基礎
的知識

合計

公衆に
著しく迷
惑をかけ
る暴力的
不良行為
等の防止

条例違反
の取締り

酒に
酔って公
衆に迷惑
をかける
行為の防
止等に関

違反の取
締り

1

地域朁察官の生活経済事犯
に関する被害相談対応要領及
び生活経済事に不正に利用

いて理解させる。

市民生活に不安と迷惑を及
ぼす身近な罪で、地域替察
官が直面する鰹狙罪法違反、
公衆に著しく迷惑をかける暴
力的不良行為等の防止に関す
る条例違反及び各都道府県の

させる。
軽処罪法第1条第 3号の

「侵入具携帯の罪」の違反態
様及び取締り上の留意点につ
いて理解させる。
2 特殊開錠用具の所持の禁

第4条に基づく取締り要領に

「公来に著しく迷惑をかける
暴力的不良行為等の防止に関
する条例違反の中で地域替察
官が直面する違反態様及び取
締り上の留意点について理解
させる。

酒に酔って公来に迷惑をか
律違反の中で地域警察官の直
面する違反形態及び取締り上

る。

痴漢・盗撮等各都道府県の
る条例違反の要点について理
解させる。

サイバー事案対策、官民連
携推進施策の概要について理
解させる。
"サイバー事業対処に必要と

解させる。
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1

3

0.5

1.5

について事例を挙げて説明

職務に専念する義務、営利企

務について事例を挙げて説明

を認識させる。

懲戒処分の種類」について理

の重要性を理解させる。

科目 地域謷察活動（地域）

教授要目 教授細目 教授類目

瞽察官
の服務

警察官
の服装、
支給品及
び貸与品
並びに替
察官の階
級及び任
用

勤務時
間及び分
限保障

服務

（4） 表彰及
び懲戒

（5） 藍察事
例と教訓

時限

計

長期課程

初任科 初任補修科

実習 実習等

短期課程

初任科 初任補修科

実習 m羲実習等

教授目標

計
贅察官の服装、階級、勤務時間、服務、事故の防止、表
彰、懲戒、給与、文書の取扱
い等察官として必要な基礎
的知識及び心構えについて理
解させる。
1瞥察官の制服の着用、支
給品・貸与品の概要と保管責
任、服制の概要について理解
させる。
2 察庁の職員、地方務
真、都道府県察職の意
義、贅察官と一般職員、普察
官の階級及び任用について理
解させる。【警察菅の勤務蒔間、休憩蒔
間、休日、休暇及び分限保障

し、理解させる。
一服務の根本基準、服務の責
誓、法令及び上司の職務上の
命令に従う義務、信用失墜行

為の禁止、砂密を守る義務、
業等への従事制限、政治的行

為の制限、労働権の制限、内部規定によって定められる義

し、職務に当たってのあり方

憲法、贅察行政法の公務員
制度との関係に配意する。

叙位、叙勲、警察表彰及び懲戒の意義、種類等について
事例を挙げて説明し、土気の
高揚と非事案の防止を図
る。

T懲戒処分の指針」に示さ
れた「規律違反行為の態様と

解させるとともに、主に若年
層が惹起させた最近の業務上
及び私行上の非違事案を参考
にした教訓事例をもとに、適
正な職務執行と堅実な私生活
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1
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1

2/

心の健康づくりの重要性を

基本的な知識や対処方法等に
ついて理解させる。

性について理解させる。

対する支援に関する様々な施

各部門における犯罪被害者等

給付制度の概要等について理

会等により、犯罪被害者等の

防止するために配慮すべき事

要について理解させる。

受傷事
故防止

心の健
康づくり

相談業
務

・狙罪被
害者等支
援

マスコ
ミの仕組
みと社会
的役割

文書の
取扱い

受傷事故防
L.

心の健康づ
くり

相談業務の
意義、重要性

犯罪被
害者等支
援の基本
と各部門
の犯罪被
害者等支
援の概要

（②） 犯罪被
害者等の
・立場に
立った対応要領

留置管
理業務

地域審
察勤務の
概要

被留置者の
処遇及び護
送・看守要領

地域嗸
察の任
務、活動
単位、勤務種別

1

1

マスヨミの仕組みと社会的

警察における報道対応の基本
等を理解させる。

一安吾の決裁、行、葆存等
及び税密文書の取扱いについ
で事例を挙げて説明し、理解
させる。
地域習察をはじめ、各分野
における殉職・受傷事案の発

生原因、背景等を踏まえ、受傷事故防止要領について理解
させる。

認識させ、心の病気に関する

相談業務の意義、重要性、基本的な心構え等相談者の立
場に立った適切な対応の必要

察による犯罪被害者等に
対する支援の意義、犯罪被害
者等の心理、犯罪被害者等に

策の実施要領について修得さ
せる。

狙罪被害者等支援の意義及
び重要性、基本的な考え方、

支援の各施策並びに処罪被害

解させる。

罪被害者等の立場に立う
た地域著察官としての心構

は精神科医等専門家による講
義、犯罪被害者等による講演

心情、接するに当たっての配慮すべき事項や二次的被害を

項等を修得させる。．

留置管理業務の基本的知識
及び被留置者の処遇、護送勤
務要領、看守勤務要領等の概

地域警察の体制、勤務制度及び運用の概要を理解させ
る。
通常の地域察活動の基本
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（1）

（2）
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14

12

1

3 3

1

1

6 8

3

2

6

1

2

2 2

2

2

4

11

10

4

2

7

1

6

2

22

故が発生する要因がある事案

について理解させる。

2

2

交番及
び駐在所
勤務

（1）

地域警
察の勤務
制、勤務
計画、制
服等

見難産

警ら

巡回連

絡
事案対
応時の留

意事項

地域簪察の戒
活動

通言指
令及び無
線通話

職務質
問

百動車
検問

緊愙蓜

備（4）注意報告

通訁指
令

無線通話

ア 通倡指
令

地域警
察デジタ
ル無線シ

現場報

至急通
話要領等

緊急ボ
タン要領
効果測
定

1 2

14

・ 2

4

2

4

個々の地域警察官の勤務の
基本となる勤務制：勤務計
画、制服等を理解させる。

交番、駐在所における通常基本勤務の勤務方法を理解さ
せる。
立番、見張及び在所の意
義、注意事項等を修得させ

一暮らの意義、美施要領、軍
両運転時の留意事項、注意す
べき対象を修得させる。

巡回連絡の意義、：美施要
領、注意事項等を修得させ

凶器所持や多人数のトラブ
ル事案等への対応時等受傷事

に対し、入電から現場臨場ま
での心構え、配意事項、携行
資機材及び臨場時の留意事項
について、討論させ、理解さ
せる。
地域響察における瞽戒活動

職務質問の意義、法的根
拠、対象者、実施要領、注意
事項、同行要領等を修得させ

「自動車検間の意義、法的穏
拠、！実施要領、注意事項を修
得させる。
「緊急配備の意義、重要事
件、実施要領等を理解させ

「注意報告の意義、素材の収集要領、注意報告書の作成要
領を修得させる。

通言指令を理解させるどと
もに、無線通話技能を修得さ
せる。

通信指の意義、通信指令
室の活動内容、機能を理解さ

#亀城募デジタル無液ジス
テムの意義、機能等を理解さ
せる。
1初動対応に必要な現募報香

と飛び越え報告要領を理解さ

時の対処要領を修得させる。

"急訴事案認知時における無
線通話技能の修得度合いを測
定する。



（1）

（3）

12

23

13 5 11 68

1

1 1 1

5 4

2

を理解させる。

の支援等について理解させ

ついて、具体的事例を挙げて

70 3825 2 5424 24 2

市民と
の良好な
関係の保
持

市民応
接

（②） 苦情の
適正な処
理

拾得物
務

地域瞽

察活動演.
習

合計

市民応
接、地理
案内
地域安

全活動、
交番等に
おける相
談取扱要

領

生

市民に対する奉仕の在り方

市民応接、地理案内の意
義、取扱要領等を理解させ
る。

地域安全活動の意義、種類、活動要領を理解させると
ともに、交番、駐在所等で相
談を受理した場合の基本的心構え、組織的管理、相談者へ

制度を学ばせ、苦情の意義、苦情該性の組織的判断の重
要性、苦情の処理手続等につ
いて理解させる。
「遺失・搭得物の意義、南
語、受理要領等を修得させ

職場実習において体験した
替ら、巡回連絡等の基本動務について事例発表をさせ、問
題点を討議させた上で適切な

処理要領を指導するととも

に、失敗した際の対処要領に

指導し、修得させる。
・
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2
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2

1.5 2.5

2

ついて理解させるとともに、

の基本的事項を理解させると

並びに留意事項について理解

科目 地域嗸察活動（捜査）

教授要目

犯罪捜
査の基本

教授細目

捜査の
意義、心
構え及び

捜査の

基本的在

り方

教授類目

2 被害
通、告
訴、告発
及び自首の取扱い

（1） 被害
届、告
訴・告発
'及び自首
の取扱要
領

（②）破蓍届
の作成要
領

臨場及
び現場鑑
識

臨場及
び現場保
存要領

計

時限

長期課程

初任科 初任補修科

・2

計

2

短期課程

初任科 初任袖療科

等 等

1

教授目標

犯罪捜査の意義、心構えに

最近の罪情勢の特徴と捜査
の今日的課題を理解させる。

第一衣捜査権の意義につい
て説明した上で、身近な犯罪
への対応の重要性、捜査の基
本的事項の遵守の重要性を理解させる。

被害届、告訴、告発、自首の取扱いについて、原則受理

ともに、その受理要領及び被
害届等の作成要領について修
得させる。
被害届の重要性及び迅速・
確実な受理について理解させ
るとともに、告訴・告発及び
自首を受けたときの取扱要領

させる。「類定を与え、被書内容の職
取、報告等の措置及び被害届、
刑法認知情報票の↑成に？
いて実習させ、その要領を修
得させる。

現場鑑識資料の積極的な採
取を図るため、現場臨場時に
おける鑑識かばん等携行の必
要性、現場保存の重要性と第
一臨場者としての具体的実施
要領、現場観察及び現場鑑識
資料の収集保全要領について
修得させる。

鑑識かばん等を携行するな
ど現場臨場時の心構え、第一
臨場者として状況把握のため
現場立入りする際の留意事項
等現場保存の重要性、実施要
領を理解させた上、模擬家屋
等を利用して実習させ、その
要領を修得させる。
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現場にお
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よる実況見分調書を作成させ

については、必要に応じ被害

実況見
分調書及
び領置調
書の作成

急訴事
案に対す
る措置

逮捕及び逮捕手
統書

（2） 現場観
察及び証
拠資料の
収集保全
の要領

（1） 実況見
分調書及
び被害記
録の作成
要領

嶺置謫
書等の作
成要領

（1） 急訴事
案の受理
要領

愙訴事

案への臨

・場時にお

ける留意

事項及びける初動措置要領

逮捕の
要領

1

1

2

2

1

現場観蔡の美葹要領、摺蓴
紋、足痕跡、DNA型鑑定対
象資料等現場鑑識資料の収集
保全及び立証措置を理解させ
た上、模擬家屋等を利用して
実習させ、その要領を修得さ
せる。
実況見分調晝及び領置調善
の作成要領を修得させる。

実況見分調害及び被害記録
の性格、作成要領、作成上の
留意事項を理解させた上、想
定を与え、簡易書式例及び基
本書式例又は都道府県特例に

るとともに、被害記録の作成

記録入力メモを活用するなど
し、その要領を修得させる。

証拠物件の適正な取扱い及
び保管管理の重要性を理解さ
せた上で、領置調書等の作成
要領を説明し、想定を与え、
基本書式例及び簡易書式例に
よる領置調費等を作成させ、その要領を修得させる。

急訴事案の受理要領、急訴事案への臨場時における留意
事項、現場における初動措置
要領について修得させる。

急訴事案の態様、これに対
する平素の準備と心構え、届
出の受理要領、報告要領を理
解させる。
誘拐又は誘拐の疑いのある

事案に対する初動措置につい
て理解させる。
場時における蜜意事項及
び現場における初動措置につ
いて態様別に理解させる。

逮捕及び引致の要領並びに
逮捕手続書の作成要領につい
て修得させる。

逮捕及び引致の要領、留意

事項について理解させた上、想定を与え、逮捕の要領を実
習により修得させる。
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（2）

8

5

4

1 2

2
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1
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の留意事項について理解させ

することについて理解させる

状況報告書等を含む。）の作

保について理解させるととも

切な対応について理解させる

わなければならない保護措置
についても実例を挙げて説明

について理解させる。

させるための技法を含め、心

手法、録音・録画を実施する

取調べ
及び供述
調書

（3）

（4）

捜査活
動の方法

逮捕手
続書の作
成要領

被疑者
の取調べ
及び被害
者、参考人の事情
聴取

適正な
取調べの
在り方

取調べ
要領

供述調
書の作成
要領

T

3

逮捕手統書の性格、作成上

るとともに、想定を与え、簡
易書式例による現行犯人逮捕
手続書、現行人逮捕及び捜
索差押手続書並びに基本書式
例による現行人逮捕手続書

（甲）、同（Z）、緊急連捕手続喜、捜索差押調書（Z）、通常

逮捕手続書（乙）を作成させ、その要領を修得させる。

捜査活動における被害者、参考人等の心情や利便に配意

上ともに・被疑者の取調べ>び被害者、参考人の事情聴取
要領並びに供述調書（被疑者
の取調べについては、取調べ

成要領について修得させる。

被疑者の取調べの目的、重
要性、心構え及び任意性の確

に、被害者、参考人の事情聴

取に当たっては、捜査に協力して然というような気風を
排し、その立場を尊重し、適

とともに、察が組織的に行

し、理解させる。
また、供述書の性格、作
成要領及び作成上の留意事項

「適正な取調べの在り方につ
いて具体的事例に基づき理解
させ、取調べについての問題
意識を醸成するとともに被疑
者取調べ監制度等の各種の
取調べ適正化施策について教
養し、適正な取調べに係る意
識の向上を図る。
「記憶の過程及び記憶を想起

理学的知見を踏まえた取調べ

場合の留意事項等について理
解させ、実習を通じて効果的
な発問方法等を修得させる。

想定を与え、
簡募蓍式例叉

は基本書式例による被疑者及
び参考人の供述調書を作成さ
せ、その要領を修得させる。

地域警察活動の中で、特に必要性の高い捜査活動につい
て要点を理解させ、技術を修得させる。
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3

5 5

21 20

1

4.5

成の重要性を理解させる。

方法について理解させる。

ついて理解させる。

日常の留意事項について事例
を引用して理解させる。

想定を与え、それぞれの捜査

（I）

【②）

盗品等
捜査及び
遺留品捜
査
"手配瘦
査

手口捜
査

（4） 聞き込
み捜査

5） 鑑摂査及び面割
捜査

（⑥） 尾行、張り込
み、密
行、捜索
押収

捜査情
報の収集
と捜査報
告書

【1） 捜査情
報の収集
要領

告書の作
成要領

捜査実

務

2

1

盗品等捜査の意義、要領、
留意事項及び遺留品捜査の意
義、重要性、実施要領につい
て理解させる。
「各種手配制度の概要、手配
捜査の意義、要領について理
解させる。

等日捜査の意義、重要性、基察共通基盤システムを活用
した手口分析要領を理解させ

るとともに、併せて地域替察「官が作成する被害記録等の作

「聞き込み捜査の意義、…、要嶺
及び心構えについて概要を理
解させる。
「鑑理香の意義、重要性、実施要領及び面割捜査の意義、

「尾行、張り込み、密行の意
義、要領及び心構え並びに尾
行、張込、密行を行う場合の
通信連絡の方法について理解
させる。
また、捜索、押収の意義及び重要性並びに実施要領等に

捜査情報の収集要領と捜査
報告書の作成要領について修
得させる。
捜査情報（端緒を含む。）の

意義、重要性、収集要領及び

「死罪の認知、証拠品の領

置、被疑者の割出しについて
報告書の作成要領を説明した
上、捜査報告費を作成させ、
その要領を修得させる。

地域警察活動において多く
取り扱う刑事事件の捜査要領

10.5 等の捜査実務について修得さ
せる。



（1）

（2）

女性に

10

28

3

2
傷害事件の捜査要領について

について理解させる。

窃盗事
件（占有
離脱牣横
領事件を
含む♪。）
の捜査要
領

暴行、
“傷害事件
の捜査要
領

（3）
対する暴
力事案の
捜査要領

「④④） 厺務執
•行妨害事
件の捜査
要領

2

初任科においては、窃盗
事件（占有離脱物横領事件を
含む。）の捜査要領について

応用想定を与え、現場活動及びこれらに伴ら捜査書類（簡
易実況見分調書）について実
習させ、その要領を修得させ
ゑ。初任料で実施した商盗事
件（占有離脱物横領事件を含
む。）の捜査要領について想
定を与え、聞き込み捜査、逮
捕及びこれらの捜査活動に伴

5ら捜査書類（聞き込み捜査報告
毒、現行犯人逮捕手統晝

（甲）、緊急逮捕手続費、捜索差押開番（乙）、押収品目
緑、押収品目録交付書（以上
基本））の作成について実習
させ、その要領を修得させ
る。映像又は想定により、逮
捕に伴う緊急逮捕手続書の作
感について実習させ、その要
領を修得させる。

2

1 暴行、傷害事件の捜査要
領について想定を与え、現行
狙の場合の事件処理とこれに
伴う捜査書類（簡易書式例によ
る現行狙人逮捕手統書及び捜
索差押調書）の作成について実
習させ、その要領を修得させ

初任科で実施した暴行、

想定を与る、これに伴う捜査書類（簡易書式例による参考

人供述調費、被疑者供述調書）の作成について実習をさ
せ、その要領を修得させる。

性貙霏及び人身安全蘭蓮事
案への対応、被害者への配慮

・公務執行妨害事件について想定を与え、これに伴う現
場措置について実習させ、そ
の要領を修得させる。
2初任科で実施した公務執行妨害事件の捜査要領につい
て想定を与え、これに伴う捜
査書類（現行犯人逮捕手統書
（甲））の作成について実習
させ、その要領を修得させ
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0.5
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0.5

0.5

0.5

1

経験等によって培われた専門

2

組織の活動実態を踏まえた上

概要について理解させる。

グループへの対策の基本事項

詐欺事
件の捜査
要領

（6）

（⑨

賄賂犯
罪及び選
挙違反捜
査

犯罪統
計原票の
作成要領

薇罪処
分

例

組織犯
罪対策

組織犯
罪対策の
概要

貊霏収益対策

（2） 暴力
団、匿名・
流動型狙罪グルー
プ対策

（3） 特殊詐欺
対策

2

無銭飲食言取事件及び守香
詐欺事件の捜査要領について
想定を与え、現行犯事件、雨
出事件の処理とこれに伴う技
査書類（現行犯人逮捕手統晝

1.5 （Z），被害者供述調書、被疑
者供述調書、被害届）の作成
について実習させ、その要領
を修得させる。

賄賂扼罪捜査の意義、端緒
の把握及び賄賂狙罪情報の収

集要領並びに選挙犯罪の意義、特質、取締りの重要性及
び端緒情報の収集要領につい
て理解させる。
「地域替察官として必要な狙
罪統計の知識を説明の上、地
域蓍察官が作成する刑法犯検
挙情報票等の作成要領を実習
により修得させる。

地域警察菅として取り扱う
機会の多い微罪処分につい
て、意義、目的、法的根拠、

対象事件、処理手続等の基本的事項を理解させた上、実習
により修得させる。

7技能指導菅等の捜査幹部に
よる事例中心の講義により、

的技能を修得させる。

組織㹦罪に係る捜査要領等
の捜査実務について修得させ
る。
組織和罪の現状、暴力団、
薬物銃器の密輸・密売組織、
来日外国人犯罪組織等の犯罪

で、暴力団等の犯罪組織に生
まない職務執行について理解
させる。
組織罪の現状を踏まえた
上で、罪収益移転防止法の

暴力団等の活動美態及び暴
力団対策の基本について理解
させる。
暴力団及び匿名・涜動型貊罪

である実態解明及び取締り、
暴力団対策法の効果的運用、
暴力排除活動の推進及び暴力
団罪被害者等支援について
理解させる。
「特殊詐欺の現状と特賞、、種

10.5 真上の留意点等を理解させ
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の関係について理解させる。

要領について理解させる。

別等について理解させる。

ついて理解させる。

領について理解させる。

0.5

2

薬牣銃
器処罪の
取締り

【7）

（1）

てり）

（エ）

イ

（7）

（1）

覚醒
剤、大
麻、麻薬
等薬牣犯
罪の取締
り

覚醒
剤、大
麻、麻薬
等薬物の
楽物に
関する法
規制及び
違反態様

薬牣乱
用防止活
動及び薬
物乱用者
等の保
護・刑事
手節
端緒把
握及び措
置要領

銃器犯
罪の取締
り

拳銃及
び実包に
関する基
礎知識

銃器貊
罪の端緒
入手要領

銃霈季
発見時の
措置

薬軔銃
器犯罪実
務

指掌紋

外国人
に係る事
件事故の
取扱要領

指掌紋
制度の概
要

1

覚醒剤、大麻、、麻薬等薬物
の基礎知識、法規制及び違反
態様、乱用者等の保護と刑事
手統の関係、端緒把握及び措
置要領、乱用の防止活動につ
いて理解させる。

覚醒剤、大麻、麻薬等薬歾
の薬理作用等の基礎知識につ
いて写真を示して理解させ
る。
竟醒新、天、、麻薬等薬物
に関する法規制及び地域瞽察
官が直面する違反態様につい
て理解させる。

薬物乱用防正活動及び地域
察官による薬物乱用者等の
保護の際における刑事手続と

職務質問等の際における地
域謷察官の端緒把握及び措置

地域響察官として必要な銃
器犯罪の端緒入手及び初動指
置要領を修得させる。

関する知識及び拳銃実包の種

銃器狙罪に関して、職務質
問、車両検問時における不法
所持事犯等の端緒入手要領に

銃.発見蒔における押収、
捜索、狙人の逮捕等の措置要

職場実習等において体験し
た薬物・銃器狙罪の検挙等に
ついて事例発表をさせ、問題
点を討議した上で適切な処理
要領を指導し、修得させる。

”外国人の死体の取扱い、逮
捕、取調べ等における基本的
な取扱要領について理解させ
る。

指等紋の価値、指堂紋制度、指掌紋の押なつ要領、現
場指導紋の採取要領等につい
て実習により修得させる。

指掌紋の意義、重要性、指
掌紋自動識別システムの概
要、指紋の種類、指紋資料
の活用及び留意事項について
理解させる。



（1）

（3）

データ
ベース

（5）

（6）

7検査

（1）

16

0.5

0.5

0.5

16 9

13

32

0.5

0.5

等を活用して理解させる。

フ検査の基礎的知識について

ワーポイント等を活用して理

ついてパワーポイント等を活

鑑識科
学の概要
及び鑑
定、検査
の対象と
なる資料
の取扱い

DNA型鑑
定・DNA型

DNA型鑑
定資料の
採取要領

（4）

薬毒物、ポリグラ

瞽察犬、身
確認制
度、捜査用似顔絵

死体観
察要領及
び死体現
象、損傷、窒息
死の知識

捜査書
類等の作
成要領

捜査書
類の作成
要領

：0.5

科学捜査の現状や地域警察
官に必要な鑑識科学の概要及
び鑑識科学資料取扱い上の留
意事項等について視聴覚教材

DNA型鑑定・DMA型データ
ベースの基礎知識、DNA型鑑定
資料取扱上の留意事項につい
て視聴覚教材等を活用して理
解させる。。
DNA型鑑定資料の採取要領及
び立証措置について理解させ

0.5 た上、実習により修得させ
る。
地域馨察官が職務質問等の
機会に取り扱うことが多い銃
器や麻薬・覚せい剤等の特性
及び取扱要領並びにポリグラ

理解させる。「察天活用のための真気葆
存と立証措置や身元確認制
度、捜査用似顔絵について理
解させる。

警察におげる死体取扱業務
の意義、検視及び死体調査の
概要、死体観察の心構え、死体現象、観察順序、観察上の
一般的留意事項についてパ

解させる。
損傷と荿傷器：霪意死等の
知識と自他殺鑑別の着眼点に

用して理解させる。
初任科及び職場実習におい

て修得した知識、技能を考慮の上、事件の受理から職務質
問、被疑者の逮捕までの一連
の捜査活動の関係書類の作成
要領及び作成誤りがあった場g・合の適正な訂正要領を実習に
より修得させる。
また、虚備の捜査書類作成等が重大な文書狙罪であるこ

とを認識させる。

被害届、寒況見分調書、捜査報告書、逮捕手統書、捜索
調費（Z）、捜索差押調書

（Z）、被疑者供述調書、参考人供述調書、任意提出書、領
置調書、仮還付請晝、押収品
目録交付書その他関係書類に
ついて実習させ、修得させ



（2）

17

18

33

4

6
141 2938 15 59 96

事項について理解させるとと

4検定を実施する。

6
2412510.5 36.5

捜査実
務能力検
定
鑑識技
能檢定
合計

簡易書
式例作成

商易式例について、処理
手続の概要及び運用上の留意

2もに、想定を与えて、作成要
領について実習させ、修得させる。

捜査実務能力に関する技能

鑑識初級の技能検定を実施
する。
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自動車

7

3
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1

2
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7

1

1

1

2

1

2

5.5 5.5

1

について理解させる。

体的事例を挙げて説明し、実

基礎知識を体系的に理解させ

定を理解する上で基本となる
用語の意義について理解させ

道路運送法の分類により説明

概要について理解させる。

自動車の種類については図

本を活用する。

科目 地域蓍察活動（交通）

教授要目

交通瞽
察活動の

教授細目 教授類目

1（1）

（4）

道路交
通の現状
と交通事
故情勢の

茭蓪朁
察の役割

察活動の
諸分野

受傷事
故防止

交通警
察実務に
必要な基
礎知識

（1）

（2）

道路交
通法の目
的と定義

道蕗

③
等

計

時限

長期課程

初任科 初任補修科

諧義 詳義妻習等 計

短期課程

初任科 初任補修科

群義夬習 実習講義等

2

教授目標

国民生活に密着する交通警家の役割、重要性及び国民の
「要望にこたえる交通警察活動

道路交通の現状（自動車輸
送量の伸び、運転免許保有者
の推移、道路整備状況等）及
び交通事故情勢について理解

り及び交通營察の目的につい
て理解させる。
2被害者支援等を始め、国
民の意見・要望に応える交通
醬察の推進について理解させ
る。。。3Eの原則（交通安全教
育、交通指導取締り、交通工
学）及び交通関係機関団体等

現場等の交通察活動中の受
傷事故防止要領について、具

習により修得、理解させる。

る。
道路交通法の目的及び各規

「道路の意義及び種類につい
て、道路交通法、道路法及び

し、理解させる。
道路の種類及び道路構造の

"自動車の意義、分類等にう
いて道路交通法及び道路運送
車両法の分類により説明し、
理解させる。
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（3）
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定について理解させる。

他の車両に追いつかれた車両

違法駐車に対する措置につい

理解させるとともに、警察官

ないように基本的な心構えを
徹底させる。

交通規制及び交通整理の意

証明等について理解させる

ター等について理解させる

（5）

自動軍
等による
通行の基
本原則

歩行者
等の保護

（6） 速度、
車間距
離、追越し、割込
み及び踏
切の通過

（7） 停軍及
び駐車

無免
許、酒気
帯び運転
等及び過
労運転の
禁止

交通規
制と交通
安全施設
等

（1） 交通規
制及び交通整理

（2） 道路便用許可等

交通安

全施設等の整備

一般的な道路における車両
の通行区分、車両通行帯のあ
る道路における車両の通行方
法、軌道敷内における車両の
通行方法について理解させ
る。
横断歩道におげる歩行著等
の保護、交差点及びその付近
を横断している歩行者の保護
並びにその他の歩行者保護規

軍両の最高速度、最低遠度、
路面電車等の最高速度、車両
等が保持すべき車間距離及び

の義務並びに追越し、割込
み、踏切の通過について理解
させる。
※停軍及び駐車を禁止する場
所、駐車を禁止する場所、停
車又は駐車を禁止する場所の
特例、停車、駐車の方法の特
例、時間制限駐車区間の意義
並びに駐車、停車の方法及び

て理解させる。

無免許運転の禁止、酒気帯
び、酒酔いの意義とその状態
における運転の禁止、過労運
転の意義とその禁止について

としてこの種の違反を絶対し

義、重要性並びに交通安全施
設の運用実態等を修得させ
る。

交通規制の目的、種類、効
力発生の要件、実施上の基本
的留意事項等について理解さ
せる。
※交通理の意義と重要性を
認識させ、手信号及び燈火の
方法による交通整理要領につ
いて、実習により修得、理解
させる。

道路便南、南蘹外積載：げ
ん引、駐車、自動車保管場所

（手続を含む。）。
：．号、標識、交通管制セン

（設置、保守管理を含
む。）。
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事項について理解させる。ま

理について理解させる。

交通法令違反事件に対する

交通指
導取締り

「（1） 交通指
導取締り
の重要性
と留意事
項

・煮、自転
車、自動
車等に対
する指導
取締り

【3） 違反者
措置と処
理の手続

（4） 交通反
則通告制
度等

「5）”交通反
則切符の
作成等

地域簪察官が主
として取
り扱う道
路交通法
違反の形
態と立証
交通指

導取締り

各種書類
等の作成
要領

2

6

1

交通指導取締りの重要性、
歩行者・車両の指導取締り及
び違反の立証、交通反則切符
及び交通切符の具体的作成要
領、取締りに関する各種書類
等の作成要領、道路交通法以
外の違反の取締り、外国人の
交通違反等の処理要領につい
て修得させる。.

交通指導取締りの意義、目

的、重要性、心構え及び留意
た、交通指導取締りにあっては、管内の交通事故の発生実
態等の分析、指導取締り方針
の策定、実施した取締り結果

の効果検証、次期取締り方針への反映というPDCAサイ
クルによる交通指導取締り管

「取締り上の蜜意事項、一般

及び受傷その他危害防止につ
いて理解させる。

措置と検挙から判決までの一
連の手続について系統的に理
解させる。
茭蓪反則蓪晉制度及び交通
切符制度の概要等について理
解させる。

（競合事件を含む。）
茭蓪切符、茭蓪反則苆符孶

の具体的作成要領、告知要領等及びアルコール検知器によ
る検査要領（鑑識カードの作
成要領を含む。）について、実
習により修得、理解させる。

「地域警察官が主として取り
扱う道路交通法違反にうい：
て、その構成要件、関係法条
及び立証上の留意事項につい
て理解させる。

犯罪事実現認報告晝、軽備

通告費、故障車両運転許可証、運転免許証保管証、放置車両
確認標章作成上の留意事項及
び免許証保管上の留意事項に
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領について理解させる。

交通事故の概要、交通事故

交通事故に関連して適用され

2 ． ひき逃げ事件に適用され

これらの留意事項並びに交通

運転者管理システム及び運転

計算方法について理解させ

「歴について理解させる。

について理解させる。

故事件の
捜査要領

運昡者
対策

（9）

道路交
通法以外
の交通関
係法令違
反の取締

の交通違
反の取扱
い上の留
意事項

（1）

故の概要

交通事
故事件の
捜査要領
（物件事
故処理要
領を含

げ事件捜
査

（②）

運転免
許制度

点数制
度

点数制
度による

（④）ア高数制
度によら
ない行政
処分

1

2 1
1

百動車の葆管場所の確保等
に関する法律違反の取締り要
領、道路運送車両法等関係法
令の違反の取締りについて理
解させる。

外国人の交通達反に対する
取締り上の留意事項と処理要

事件の捜査要領及びひき逃げ
事件捜査について修得させ
る。
交通事故の意義、特質及び

る法令（新法）の概要を理解
させるとともに、交通事故捜

査の目的、平素の準備、事故の認知から現場における措
置、事後の措置について理解
させる。
1交通事故事件の獲査上の密
意点、過失の認定から事件送致の手続及び物件事故処理要
領を実習により修得させる。

ひき逃げ事件の態様、"認
知したときの報告及び初動捜
査要領について理解させる。

る法令、初動捜査における現
場観察と証拠資料の収集及び

鑑識資料について理解させ
る。

連転免許制度、点数制度、点数制度による行政処分、点
数制度によらない行政処分、

者等に対する教育について理
解させる。
運転免許制度の目的：運転
免許の法的性格、行政処分及
び運転者管理の仕組みについ
て理解させる。
●点数制度の意義と法的根拠、
点数制度のねらい、内容及び

る。
処分の基準点数と処分の前

「身体の障害による免許の取

危険性帯有による免許の停止
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3

類について理解させる。

の要点について再認識させた

運転者
等に対す
る教育

交通警
察活動演

受理、
即報及び、
現場急行
の要領

（3）

現場に
おける活
動要領
交通切
符による
牣件事故
の処理要
領

反等の処
理要領

総合検
討及び追
指導

合計

2

運転者等に対する教育の必
要性、法的根拠及び教育の種

初任科及び職場実習におい
て修得した知識、技能を考慮
の上、交通事故や交通法違
反事件の現認（認知）から現場
における活動に至る一連の活
動を実習等により総合的に修
得させる。
既に学習した交通事故捜査

上発生の届出に対する措
置、事故現場急行時の留意点
並びに現場における活動要領
及び受傷事故防止要領を理解
させる。

想定を与え、交通切符によ
る物件事故の処理要領につい
て実習させ、修得させる。

交通違反莕認事件、飮酒検
知拒否事件等の想定を与え、
交通（反則）切符、犯罪現認報
告費、表況見分調書、捜査報

3告書、被疑者供述調書その他
関係書類の作成要領について
実習させ、修得させる。

「作成し提出された書類にう
いて添削し、追指導を行って
修得させる。



（1）

2

（1） 世界の
共産主義

3

（1）

（2）

4
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1

1

等を行うことを理解させる。

原則とすることを理解させ

主主義国家、民主主義社会の
法秩序を維持するために欠く

ることを理解させる。

共産主義運動、日本共産党の性格等について、その基本
を理解させる。

マルクス・レーニン主義につ

科目 地域警察活動（謷備）

教授要目 教授細目 教授類目

警備瞽
察の意義

諬備朁
察の責務

【②） 瞽備瞽
察活動の
原則

（3） 警備謷
察と民主
主義社会

共産主
義運動

運動'

（2） 日本共
・産党

大衆・
労働運動

大衆運
動

労働運
動

極左暴
力集団

計

時限

長期課程

初任科

肆義実習等

初任補修科

実習等 計

短期課程

初任科 初任袖性科

夬習
実習

聠義等 譯義

教授目標

警備響察の責務、活動の原則を理解させる。
警備警察は、菩察の責務を
果たすため、国の公安又は利
益に係る犯罪の予防、取締り

警備瞽察活動の遂行に当
たっては、不偏不党、公平中
正（贅察法第2条第2項）を

る。
替備瞽察活動ほ、警察の責
務を果たすため、国の公安又
は利益に係る罪の予防、取
締り等を行うものであり、民

ことのできない贅察活動であ

共産主義運動の沿革・現状
を世界史の流れの中でつかま
せる。また、革命理論である

いて理解させる。
■日本共産党の浴革、基本的
性格、現状及び同党に対する
察の立場について理解させ
る。
大衆運動の概要及び大衆運
動と著察の立場について理解
させる。
労働運動の概要及び労働運
動と察の立場について理解
させる。
大衆運動の意義等及び大衆
運動に対する察の立場につ
いて理解させる。

労働運動の浴輩と労衝運動と察の立場等について理解
させる。・
極左暴力集団の概要及びテ
口、ゲリラの現状を説明し、
極左対策の重要性について理
解させる。
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（2）

5

（2）

6

（1）

ループの

等について理解させる。

また、

について理解させる。

現状等を説明するとともに、

下鉄サリン事件を始めとする

「質が全く変わっていない現状

重要性を理解させ、認識を深
めさせるとともに、

警察官として取り扱うことの

等について理解させる。

類等について説明し理解させ

について理解させる。

理解させる。

（1） 極左暴
力集団の
概要

極左事
件の現状
と極左対
策

特殊組
織犯罪

（1）

（3）

オウム
真理教の
概要と活
動実態

オウム
真理教の
現状と対
策

特殊穎
織狙罪へ
の対応

右翼運
動等

右翼の主義・主
張と運動

【2）
動と警察
の立場

（3） 右派系
市民グ

概要

極左暴力集団の性格、指導理論、活動実態、非公然部門
の組織、活動状況の把握要領

極左暴力集団が引き起こし
た非合法調査活動やテロ、グ
リラ事件について説明し、処
行形態や行の特殊性を理解

言葉だ。これらの事件の組人
検挙やテロ、ゲリラの未然防
止のための極左対策の重要性

オウム真理教の活動実態、

特殊組織罪対策の重要性及
び響察の立場について理解さ
せるオウム真理教の誕生から地

一連のテロ事件実行までの背
景、経緯を説明し、オウム真

理数の本質、反社会性を理解させる。
オウム真理教の反社会本

を踏まえ、諸対策の必要性を
理解させ、併せて教団を取り
巻く諸状況を理解させる。

特殊組織貊罪対策の意義

謷察の立
場、心構えについて理解させ

右翼等に関する基礎的な知
識を説明するとともに、地域

多い事案についての対処要領

右翼の主義・主張の歴史的

変遷、連動の表態と各都道府県の右翼の実態について理解
させる。
"右翼の幕方性と暮察の立場
を理解させた上で、右翼事件
の発生状況、右翼事件の特
性、右翼が引き起こす事件で
地域管察官が取り扱う事件

（ビラ貼り等）、暴騒音規制条例等の取締り要領、作成書

るとともに、右翼のぐ加情報、事件検挙情報等の着眼点

若派系市民グループの動
向、特徴点及び対策について



（2）

（3）

8

9

10

（3）

我が国

11

（1）

1

0.5

0.5

2 1

10.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

19,53.5 10 3 3 10.51.5

4/

0.5

0.5

2

ついて理解させる。

全保障に関する取組等につい

について理解させる。

国際テロ対策について理解さ

理解させる。

対策について理解させる。

対策について理解させる。

説明し、理解させる。

領等について、過去の事例を
説明し、理解させる。

外事瞽
察

（1）

国際テ

サイ
バー攻撃

（1）

（1）

瞽衛・
謷護

（1）

（2）

（4）

外事暼
察の概要

対日有
害活動の
実態と経
済安全保
障に関す
る取組

在者等外
国人に係
る諸問題

国際テ

における
国際テロ

日本赤
軍・よど
号グルー
プの動向

サイ
バーテロ

サイバーイン
テリジェ
ンス対策

替衛の

概要

瞽護の
概要

鼛衛活
動

警護活
動

治安・
雑踏・災
害警備

治安警
備実施

外事替察の概要、対日有害活動の実態、経済安全保障に
関する取組及び不法入国・不
法滞在事狐の取締り要領等に

外事等察の意義、任務、対
日有害活動の実態及び経済安

て理解させる。
「対日有害活動の実態と取締
り要領、拉致問題対策及び経
済安全保障に関する取組につ
いて理解させる。

不法滞在者等外国人の実
態、関係法令及び取締り要領

国際テロの定義、現況及び

せる。国際テロの定義と現況につ

4義票醬走業子る菌藤デロ対
策の現状等について理解させ
る。
「日本赤軍及び「よど専」が
ループの沿革と現状について

サイバー攻撃の賞威とその

サイバーテロの脅威とその

｜サイバーイシテリジェンス
の脅威とその対策について理
解させる。

替衛・簪護の意義、重要性、心構え、活動要領等を理
解させる。
衛の意義、重要性、法的

根拠等替衛の概要について理
解させる。
「警護の意義、※重要性、法的
根拠等響護の概要について理
解させる。
「警衛員の心構え及び活動要
等について、過去の事例を

警護員の心構え及び活動要

治安警備・災警備の意
養；関係法令、活動要領等を
修得させる。
治安替備実施の主な法的根
拠等について理解させる。
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緊急事態
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0.5
0.5

1

0.5

1 0.5

0.50.5

0.5

6.5 1.5

3 1.5

5.5 2.50.5 1.5

事項について理解させる。

0.5

0.5

理解させる。

0.5

の概要について理解させる。

2.5 1

1

3.5 1

1.50.50.5

0.5

活動上の留意事項について理
0.5 0.5 0.50.5

理解させる。
154 20.5 10.519 37 14.5 5.5 14.5 2.5

2） 雑踏朁
備実施

（3）

（4）

「（6）

重要防
護対象に
対する贅
戒謷備

菼害等

対策の概

礬察活動

集団警
備力の保
持

警備部
隊活動要
領

警備瞽
察活動

（1）. 暼備情
報活動

（2） 地域瞽
察活動上
の留意事

罪捜査

ア

イ

ウ

警備美
施の意
義、仕組
み、実施
要領及び
部隊員の
心構え。

進規制要
領及び集
団スクラ
ム排除要
領

遊撃部
隊活動要
領及び緊
急乗降車
訓練

雑踏朁備の意義、、基本商応
構え、実施要領等を理解させ

「雑踏警備の意義、基本配心構え、実施要領等を理解させ
る。
一重要防護対象に対する著戒
暼備の重要性と基本的心構
え、具体的著戒要領及び留意

我が国の交害発生状況及び
災害等緊急事態対策について

「災害対策におげる•察の役
割及び災害備活動の要領に

動隊の概要及び各種専門部隊

「警備実施要前を申心として
贅備実施の意義、仕組み、実
施要領及び部隊員の心構え、
留意事項を視聴覚教材を活用
し、理解させる。

2

個人装蒨畐孥着装マ嶺及び
デモ行進規制要領の基本動作
並びに応用動作について訓練

し、修得させる。また、集団スクラム排除要
領の基本動作及び排除活動に
ついて訓練し、修得させる。

「遊撃部隊活動要領のうち、
基本動作（各個動作及び部隊
動作）について訓練し、修得
させる。また、警備部隊の乗降車に
ついて訓練し、修得させる。

警備情報活動の意義、重要性、法的根拠、留意事項及び
0.51.5 0.5替備罪捜査要領について理

解させる。
警備情報活動の意義、必要性及び法的根拠について理解
させる。
地域簪察官の荇ろ警備情報

解させる。

警備犯罪捜査要領について

4
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5.5 5 0.5 5.5

0.5

5 0.5

0.5

（1）

キュリ

（3）

（5）

（6）

デジタ

1 0.5

0.5

10.5

0:5

2

1

8.5 8.5
（1）

（2）

1

8.58.5

4

3

法について理解させるととも

について理解させる。

おける情報セキュリティ対策
の重要性について認識させ

方法、適正管理について理解

させるとともに、無線機器を

させるとともに、基本的な無

ネットワーク（LAN）等のネッ
トワークに関する技術の基礎
について理解させる。

許の取得に必要な知識、技能
を理解させる。

要について理解させる。

取扱いに関する知識、技能を
理解させる。

科目 地域簪察活動（情報通倡）

教授要目

警察の
情報通言

教授細目 教授類目

計

時限

長期課程

初任科 初任補修科

実習 実習 計

短期課程

初任科 初任補修科

訴義等 実習詳義等

謷察情
報通信の
役割及び
瞽察通言
の構成

（②）警察情
報システ
ムの概要
と情報セ

ティ対策
”簪察無
線通·機
器の取扱
方法

④④）

線通話要
領

ル・フォ
レンジッ
クの基礎

ネット
ワーク解析技術

無線従
事者に必
要な基礎
知識

電波法
令

無線工学

教授目標

警察情報通言の役割、無線通信系の構成・情報セキュリ
ティ対策・通信機器の取扱方

に、無線通話要領について訓練を通じて修得させる。

警察情報通の概要、警察
無線通言の構成及び暼察電話

警察情報システムの概要を
理解させるとともに、贅察に

る。

主な無線機露の機種、取扱

使用させて取扱方法を修得さ
せる。

施上の留意事項について理解

線通話要領について修得させ
る。
デジタル・フォレンジック
（狙罪立証のための電磁的記
録の解析技術及びその手続
き）の基礎について理解させ
る。
イジダニネット及び小規模。

第二級陸上特殊無線技士免

第二級陸上特殊無線技土免許の取得に必要な電波法の概

「許の取得に必要な無線電話の



（3） 修了試験を実施する。
1.5

14 13.5 0.5
1.5

1413.50.5
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合計

修了試
験
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（3）

24

11 1315 6 9
ロールプレイング方式により

7 5

4 3

11

2

1

13 15

3

500 7 8

1

6

科目

教授要目

実戦的総
合訓練

合計

地域簪察活動（現場対応措置）

教授細目 教授類目

計

（1） 現場対
応訓練

（2）
類の作成
要領

総谷楥
討及び追
指導

時限

長期課程

初任科 初任補熊科

実習等 実習等 計

短期課程

初任科 初任補修科

実習
実習

等
詳義

等

教授目標

第一線の現場の取扱状況や
教訓とすべき事案等を題材と

した想定に基づき、届出の受理（事案の認知）、現場臨場、
職務質問、擬律判断、逮捕、
捜査書類の作成等、様々な事
案に対する一連の警察活動を

実施させ、事案の実体法上の
評価、証拠化措置も含め、手
続上執るべき措置について正
しく判断する能力と各種事案
への対応能力等の職務執行能
力を修得させる。

4

刻々と変化する現場を想定
した現場対応訓練の構成に
は、実施する訓練の目的等に
応じ、次の要素を適宜盛り込
み、その要領を修得させる。
1・届出受理（事案の認知）
2現場臨場
目撃者その他参考人等の

確保、事情聴取
職務質問
所持品検査
証拠資料の確保
逮捕等の措置
無線機等の活用

訓練で実施した現場対応に
基づき、次の捜査書類等の作

盛訓練を行い、その要領を修得させる。
自らがった措置につい

ての捜査書類の作成
2 実際の緊急逮捕状請求に
即し、制限時間を設けた疎明
資料の作成
3．その他報告資料、広報資
料等の作成
「美習の状況を全員で討し
たのち、追指導を行って十分
に修得させる。
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（3）
レーニン
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レーニン
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（5） スキー
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0.50.5 0.5 0.5

0.5.0.5 10.5 0.5|

13

3 8 3

10

5

5

5 3

5

3

4

3

関連について理解させる。

1 体力トレーニングの必要

発達を意図するトレーニング
を行わせることにより、基礎

によるトレーニングを理解さ

させるトレーニングを行わせ
ることにより、運動能力を高

（サーキットトレーニング）

3各種競技を実施すること

こなしの向上を図るとともに

もに、その技能を向上させ

13

科目

教授要目

体育

合計

体育

（1）

教授細目

体育理

論
健康管

理
体力ト

グ

教授類目

基礎体
力向上ト

グ

運動能
力向上ト

グ

水泳

（積雪地
等で必要
な場合
は、体力

ング又は
水泳から
割いて実
施す
る。）

時限

長期課程 短期課程

初任科 初任補益科 初任科 初任補修科

計 u義
実習等 詳荘実習等 計

講義 実習 実習等

2

5

教授目標

瞽察体育の必要性について察職務と関連性をもたせな
がら理解させる。
健康の維持増進と運動との

察官に必要な体力の向上
を図り、贅察職務の遂行に対
し高度の適応性を養う。

性を理解させ、身体の調和的

体力を練成する。
2 著察体操と各体力要素別

せる。
1「基礎体力を総谷的に活用

やる総合的なトレーニング

や追跡・制圧トレーニングを
理解させる。

により、被疑者の動きに対応
するステップワーク及び身の

団結力及び協調性を高める。

各種法を修得させるとと

る時に、水上安全法の実施に
役立たせることに配意する。

積雪期の察活動に役立つ
技能を修得させる。

3



2

25

1

121

0.53

0.5

7

5

1

15

6 3

1

1

0.5

0.5

11

2

4

1

行っていくことを理解させ

えるとともに、警察官として

点検の概要について、理解さ

入れ等について訓練し、その

3

科目 術科

教授要目

術科概
論

教授細目

術科概論

点検・ 点検・礼式
礼式及び及び教練
教練

彳

ウ

教授類目

謷察礼
式

点検の
目的、各
種点検の
内容
通常点
検の実施
要領

各個数
練の実施
要領

部隊教
練の実施
要領

計

時限

長期課程

初任科 初任補修科

実習講義等 詐義実習等 計

47

短期課程

初任科 初任補修科

講義実習
実習

講義

3

教授目標

響察における術科の意義、目的、訓練の必要性、家
全管理面等、術科全般にわた
る教養を実施した上で、各術
科細目に沿った教養訓練を

宮術料を通じて、心身を観

の使命感と誇りを養わせる。

警察礼式及び替察点検規範の
概要について修得させるとと
もに、察礼式の諸動作と通

3常点検、警察操典の要領につ
いて修得させる。

•察礼式の目的、種類及び敬

礼の本旨、原則について理解させるとともに、警察官の礼
式及び部隊の礼式の諸動作に
ついて訓練し、修得させる。

せる。

「豚形の作り方、携帯品の出し
要領を修得させる。

「基本の姿勢、休憩、方向変換、
行進及び行進間における諸動
作について訓練し、修得させ
る。
一分隊及び小隊の隊形、審

号の呼称、軽とん、集合、解散、行進、停止、方向変換、
隊形変換等について訓練し、
その要領を修得させる。
2 小隊及び中隊の編成、隊
形、番号の呼称、整とん、集

合、解散、行進、停止、方向変換、隊形変換等について訓
練し、その要領を修得させ
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（2）

（7）

（7）

56 1 49 6 36 29
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6

2
3
4

2
3

・自然体について理解させ、

止について理解させる。

逮捕術
（1） 術科共
通

教授要
目「柔道」
及び「剣
道」の実
習等に優
先して履
修させる
こと。

逮捕術
の概説

柔道訓
練
受身

投技基
本

です 菌技基
本

です）

で玉）

剣道訓
練
ぐ勢

構え

体さぼ
き

素振り

（カ）

瞽棒操
法
警じょ
う操法

1

次に示した受身の基本事項
を修得させる。
後ろ受身
横受身
前受身前回り受身

欧に示した投技の基本事項
を修得させる。
投技の定義
投技訓練上の心得
姿勢と組み方

9g h

体の運用と力の用法
崩し、作り、掛け
受身

7. 大腰（浮腰）、一本背負
投、足払
次に示した固接の基本事項

固技訓練上の心得
笒勢
体の移動
固技の体さばき
袈裟固、肩、横四方固

足の位置、手の位置及び目付
け等を修得させる。
「中段の構えを修得させる。

和手を打変し、又は相手の

打突をかわすために必要な足の運び方（身体の移動）を修
得させる。
一次に示した素振りを修得き

1警棒の操法を連解させ、折
撃の基礎を修得させる。
「警じょうの操法を理解き
せ、打の基礎を修得させ

逮捕術の意義及び職務執行
との関連性並びに受傷事故防



5

（3）

（5）

（3）

（4）

（5）

（6）

（1）

49

49

12

24

3
381

1

20

11

2

3

2

-38

2

1035

2

2

10135

13

2
24

1

12

2

2

24

49

4 せることに重点を置き、第一

技能検定を実施する。
10

2

2

2

1

（1）
（2）
（3）

1

（1）
（2）
（3）

2

10

4柔道

剣道

（4）

（1）

（2）

基本訓
練

応用訓
練

イ

技能検
定
柔道の
概説

投技

固技

乱取り

柔道の

形
実力査
定

剣道の
概説

防御訓
練
離脱訓
練
打撃訓
練
制圧訓
練

近接対処訓練
自由訓
練

2

2

1

2

単独動作又は受（箸察官役
の相手になる者をいう。以下
同じ。）及び取（贅察官役と
して術技を施す者をいう。以
下同じ。）の相対動作によっ

2て、逮捕術の基礎となる防
技、離脱技、扛撃技及び制圧
技を個々又は適宜に組み合わ
せて訓練し、打ち、突き、職
り等の実際的感覚を修得させ
る。

よって自由な攻撃及びこれに
対する防御を行い、間合い、
目付け、体さばき等を修得さ

線の現場における不意の攻撃
又は抵抗にも的確に対処し、
これを制圧できる実戦的な術
技を修得させる。

柔道の意義と特性、変遷、
道場における作法及び柔道衣
の着脱等を修得させる。

2

次に示した各投技を応じ
技、返し技とともに修得させ

手技
腰技
足技

（4） 捨身技L投技の連絡変化（自分の
技から自分の技へ、相手の技
から自分の技への連絡変化）
を修得させる。
次に示した各固技を修得

させる。
抑込技
絞技
関節技

2固技の入り方及び応じ方
並びに固技の連絡変化を修得
させる。
3 投技から固技への連絡変
化及び立ち姿勢から寝技に移
ることを修得させる。
相手との攻防を通して技を
磨き、気力・体力を高め、礼
法等の伝統的な行動の仕方を
修得させる。
形の意義と目的を理解さ

せ、投の形、固の形を修得させる。

実力査定を実施する。



6

（3）

（5）

（6）

（1）

（2）

しかけ

18

11

9

12

2
12

5

7

2

2

3

2

6

2

13

2
2
7

4

50

1
2 2

1
2
3
42

1
2
3

3

1
2
6

2

4

職員及び国民の生命・身体
の安全を確保するため、被疑

ための具体的な対処方法を修

とする。

定に基づき、被疑者からの
様々な攻撃に対して、職員が

圧することができるよう、素

実施し、状況に応じた的確な

とする。

総合対
処法

（2）

（4）

基本技

イ

応用技

基本打
突

有効打
突と間合
い

技

イ 応じ技

かかり
稽古及び
互格稽古

剣道形

実力査
定

基礎訓練

想定訓練

4

次に示した各基本打突を修
得させる。

面打ち、小手打ち、胴打ち、突き
切り返し

基本打突と有効打突との関
連及び有効打突となるための
問合いを修得させる。
次に示した各しかけ技を修

得させる。
払い技
二、三段打ちの技
かつぎ技
ひき抜き

一欧に示した客応じ技を修得
させる。
抜き技
返し技
打ち落し技

4 すり上げ技
相手との攻防を通して技を
磨き、気力・体力を高め、礼

法等の伝統的な行動の仕方を修得させる。

剣道形について形の理合と
剣道との関連を理解させると
ともに、手足のさばき方、気

合い、問合い、呼吸、打突の機会を修得させる。

実力査定を実施する。

者からの様々な攻撃手段（打
撃・ナイフ・日本刀・バット
等）、攻撃距離（近間、遠
間）、装備資機材、（東股、
盾、特殊菩戒用具等）の有

無・種類に応じた打撃技、拳銃、装備資機材の活用判断と
これに基づき処人を制圧する

得させる。

本訓練は、逮捕術及び拳銃の指導者のほか柔道及び剣道
の指導者も指導にあたること

第一線で発生し得る各種想

受傷することなく被疑者を制

礎訓練で修得した対処法を用
いた実戦的・実用的な訓練を

対処要領を修得させる。

本訓練は、逮捕術及び拳銃の指導者のほか柔道及び剣道
の指導者も指導にあたること



（1）

（2） 安全管理

64 37

1

1549
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0.5 0.5

1
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0.5

29

1

0.5

10

る基本的な考え方を十分認識

1

果的に行えるよう心の準備を

ることを徹底させる。

般に禁止されているが、その

基づくものであることを法的

う。）」に基づくものである

が認められている職種とその
認められている理由を説明

造、性能を理解するとともに、
付属品の概要を理解させる。

安全管理について修得させる

管理対策について十分認識さ

犖銃
拳銃の概
説

イ

ウ

拳銃に
対する認
識

拳銃の
所持と携
帯

拳銃等
の構造と
手入れ

安全規
則

5/

拳銃が、貸与されている理由、適正な使用等拳銃に対す

させるとともに、拳銃の所持
と携帯、拳銃の構造と手入れ
について修得させる。

教科の構成と進め方を説
閉し、教育訓練が能率的、効

させる。
2拳銃が全管察官に貸与さ

れた経緯を説明し、拳銃所持の必要性と重要性を認識させ

3拳銃の携帯の目的を正し
く理解させるとともに、拳銃の適正な使用及び取扱いをす

1拳銃の所持は、『銃砲方
剣類所持等取締法」によりー

例外として、贅察官の拳銃の
所持は、「贅察法第67条」に

に理解させる。
2拳銃の携帯は、「普察官
等けん銃使用及び取扱い規範
（以下「けん銃規範」とい

ことを理解させ、具体的な携
帯要領を修得させる。
3察官以外で拳銃の所持

し、贅察官の拳銃の所持及び
使用等に当たっての違いを理
解させる。

1薬続及び弾薬の種類、構

2手入れの必要性、種別、
責任、実施要領を理解させ、
実習により修得させる。

けん銃の安全規則、拳銃等
の保管と取扱い及び拳銃訓練

とともに、実射訓練時の衛生

せる。
「けん銃規範第14条」の

けん銃の安全規則を項目別に

部と厳長ににおける醤理店
の基礎をつくる。
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における

3

32

10.5

10.5

3

2

1
23

0.5
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0.5
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説明し、理解させる。

を理解させる。

理対策の必要性を認識させ

2

3
4
5
6
ルアクション・ダブルアク
ション）

（4）

拳銃操法

拳銃射撃

ウ

エ

ア

拳銃等
の保管と
取扱い

訓練時
の留意事
項

健康管
理

拳銃操
法

点検時拳銃操法

基本射
擊技術

菶銃等の保管責任及び葆
管要領を理解させる。
2拳銃の安全規則を中心に
拳銃等の安全な取扱い方を理
解させる。
3拳銃の具体的な携帯要領
及び拳銃の正しい着装要領を

■拳銃の訓練推進体制及び訓
・練実施上の留意事項について
具体的に説明し、拳銃訓練に
おける各種事故防止の重要性

「美射訓練時におげる衛生管

る。
拳銃操法及び通常点検の受
検要領を修得させる。

拳銃の出し入れ、弾倉の開閉、たまの装填及び抜出し等
について安全、確実を主眼に
修得させる。
「高橋時におげる拳銃の受機
要領を修得させる。

射撃場の概要及び射撃場に
おける留意事項を認識させる
とともに、射撃技術及び要領
を修得させる。

基本射撃技術が、全ての射
撃の基礎となることを正しく
理解させ、修得させる。
射撃瓷勢
拳銃の把持（片手・両

手）
きょ銃
照準
呼吸
引き金の引き方（シング
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19

5
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3
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意工夫を凝らした訓練によ

ついて理解させる。

ておくことができる場合
◎拳銃を構えることができる

できる場合

について、それぞれの判断基

（5） 使用判断

イ

ウ

射撃要
領

法令に
よる根拠
と限界

使用等
の態様別
の判断基
準及び留
意事項

事例研
究

安全な操作及び正しい射

撃要領を突撃ち、特殊訓練弾により十分修得させた上、訓
練進度に応じて実弾射撃訓練
を反復して行い、技能を向上
させる。
訓練種目

◎遅撃ち
◎高撃ち
◎履撃ち
◎ひざ撃ち
〇右隠れ撃ち
〇左隠れ撃ち
◎依託隠れ撃ち
「〇伏せ撃ち
（上記◎の4種目は、重点的
に訓練を行う種目とする。）
〇総合射撃（2種目以上を組
み合わせる。）
2 より実戦に即した訓練と
するため、前後移動標的射撃
訓練装置を使用するほか、夜
間想定を取り入れるなど、創

り、現場対応能力を向上させ

拳銃の使用判断のうち、法
令による根拠と限界及び使用
等の態様別の判断について修
得させるとともに、奢ら、職
務質問、逮捕等の際における
拳銃の使用が予想される場合
について実習により修得させ

拳銃の使用判断の法令によ
る根拠と限界に関し、贅察官
職務執行法第7条（武器の使
用）及びけん銃規範の規定に

けん銃規範に規定されてい
る
〇あらかじめ拳銃を取り出し

場合〇拳銃を撃つ場合の予告
〇威かく射撃等をすることが

〇相手に向けて撃つことがで
きる場合
◎部隊組織及び複数により行
動する場合

準及び留意事項を理解させ
る。

拳銃使用犯罪の概要及び
朁察官の拳銃使用状況を説明
し、武器使用に関する判例、
拳銃の具体的使用事例を理解
させる。
2 具体的事例に基づき、想
定を与え、討議させて理解させる。



6

するため、想定に基づく応用

1

8
（1）

（2）

（3）

基本

4 2
207.512.5

1 1

1

1

1

6 1 5

2

2

2

2

4

2

2
20 7.512.5

2ため、技能検定を実施する。

1
について理解させる。

ついて理解させる。
3

AEDを用いた電気ショック

現場で直ちに一次救命処置
命処置の手順について理解さ

1

拳銃使用等について
〇あらかじめの拳銃の取り出
し方
〇構え方
〇予告要領
〇威かく射撃
等を実習により修得させる。
より実戦に即した訓練と

訓練、演技式訓練により、使用判断能力等を修得させる。

映像射撃訓練装置、映像射撃シミュレーター又は映像射
撃訓練ビデオを使用した訓練

救急法

【6）

現場に
即した拳
銃使用訓
練

映像射
撃訓練装
置等によ
る使用判
断訓練

技能検定

救急法の
概説

救急法の意
義・目的、救急
法を実践する際
の心得及び救命
の連鎖

手当の

観察の基本、体位の基本、傷
病者への接し方
及び現場での留
意点

一枚救
命処置

一次救
命処置の
意義及び
手順

拳銃訓練の効果を確認する

救急法の実施に当たって、職務としての救命手当、応急
手当など救急法に対する基本
的心得について修得させる。

救急法の意義、目的及び
察の責務と救急法の必要性

救急法の実施に当たっ

て、救助者として守るべきこと、救助者の自覚等の心得に

救命の連鎖の重要性を理
解させる。
傷病者の手当を的確に行ら
ため、観察や体位の基本、傷
病者への接し方、現場での留
意点など手当の基本について
修得させる。
観察の基本（周囲・傷病者
の状況、ショック）、体位の

基本（寝かせ方、体位変換、気道確保：回復体位、保温、
加温）、傷病者への接し方並
びに医師等への連絡及び鑑識
的立場から事件・事故現場の
保存と証拠物品の収集など現
場における留意点について理
解させる。

一次救命処置【心肺蘇生、
及び気道異物除去）の内容を
理解させ、実技を修得させ

を行うことの重要性、一救

せる。
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理解させるとともに、心肺停

胸骨圧迫の重要性を説明する

人工呼吸の必要性を理解させ

れ、その対応について理解さ

との連動等について理解させ

心肺蘇生ができるようにす

得させ、意識を失った場合は
心肺蘇生を行うことを理解さ

日常生活の中で、緊急度や
頻度の高い病気の症状に対す

心臓疾患・脳疾患の基本的

心肺蘇
生の意
義、胸骨
圧迫、気
道確保及
び人工呼
吸

ウ AED
を用いた
電気

エ 気道異
物除去

急病

急病の症状及
び手当の基本

けが

2

心席蘇生の意義、軍要性、
胸骨圧迫の必要性、胸骨圧追
と人工呼吸の組合せ及び心肺

・蘇生を中止してよい場合等を

止などの傷病者に対して、心
肺蘇生を一連の流れでできる
ようにする。
〇循環の生理について触れ、

とともに、圧迫部位の確認、圧迫方法等についても体得さ
せる。
〇頭部後屈あご先挙上による
気道確保の方法について体得
させる。〇呼吸の生理について触れ、

るとともに、呼気吹き込み法について理解させ、実技を体
得させる。
〇呼吸原性心停止について触

せる。
AEDを用いた電気ジョン
クの意義、重要性、心肺蘇生
るとともに、AED使用の手

る。

気道異物の症状を理解させ
るとともに、背部叩打法、腹
部突き上げ法（ハイムリック
法）及び胸部突き上げ法を体

せる。

る応急手当について理解させ
る。

な知識と手当」呼吸困難、腹
痛、痙攣、中毒等の手当を説
閉するとともに、熱中症の予防と手当について理解させ
る。
外傷、骨折に対する適切な

手当を理解させる。
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の重要性、必要性について理
解させるとともに、警察官が
対応する機会の多い交通事故

の基本について理解させる。

水中生物による被害に対する

シーについて理解させる。

（6）

（7）

（8）

0.5

2

2

0.5

0.5

2

1.

1

0.5

2

2

0.5

0.5

1

実に止血ができるように、手

理解させるとともに、正確な

使用法について理解させると

び使用法について理解させる
とともに、巻き方による効果

理解させるとともに、正しい方法で確実に手当ができるよ

1固定の効果、固定の方

けがに応じた的確な手当

現場における頭部外傷、胸部及
び腹部のけがの応急手当につ
いて理解させる。2 きずの種類、手当の注意
事項、手当の基本について理
解させる。
3骨折の分類と手当の基本
及び観察について理解させ

る。各部のけがの種類と手当

5 高温やく温による障害、
咬創及び毒虫・毒草・危険な

手当のほか、アナフィラキ

止血

きずの手

骨折の

イ
ウ
エ

オ

けがに
対する応
急手当の
必要性
きず
骨折
各部の

けが
特殊な

けが

止血

包帯

固定

2 2

出血、止血に関する理論を理解させ、止血の実技を習得
させる。
1直接圧迫止血法及び止血
帯止血法を理解させるととも

に、感染防止に配意しつつ確
順、実技を体得させる。
2鼻出血、内出血等につい
で説明し、手当てについて理
解させる。

きずに対する手当を理解さ

せ、各種の実技を修得させる。
保護ガーゼ及び包帯の目

的、効果及び使用法について

包帯の巻き方を修得させる。
〇 三角巾の特徴と効果及び

修得させる。
• 巻軸帯のサイズと種類及

の違いを理解させ、きずの状
況、部位に応じた適切な巻き
方について修得させる。

骨折に対する手当について

うにする。

法、手当の留意事項等につい
て説明し、各部の骨折に対す
る手当の手順、実技を修得さ
せる。2捻挫、アキレス腱断裂等
の症状及び手当について理解
させ、手当の手順、実技を修得させる。



（9）

5/

1.50.5 1.5 0.511

0.5 0.5

1

2

3す方法について修得させる。

事項について理解させる。

数の傷病者が発生している現

技能検定を実施する。2
233 22.5 169.5

2 2
40169 20.5 112.5 35

搬送

イウ

（10） 救u

（11） 技能検
定

合計

1
搬送の
必要性

搬送方法

特殊な
状況での

傷病者の
移動の方
法 I

災害時
の心得及
び留意事

総合美
技

搬送時の注意事項を理解さ
せ、各種搬送方法を修得させ
る。

一人で運ぶ方法及び複数
で運ぶ方法について修得させ

る。

担架による搬送を体得さ
せるほか、応用担架の作り
方、搬送方法について修得さ

せる。

自動車の座席から運び出

災害時における心得と留意

事項を理解させるとともに、救急法で身につけた術技を総

できる応用力を修得させる。

災害時における心得と留意

．交通事故や災害現場など複

場を想定した実戦訓練を通じ
て、現場に応じた的確な状況
判断、トリアージ及び応急手
=など救急法各術技を総合的
に修得させる。


